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ネ_すみれ……懸命に人生を闘う彼女 
はしかし、その故に、何よりも大切な宝 
物を失ってしまった。 

李紅蘭……時代は、最愛の父を敝 
から奪い、その手に愛の欠片だけを遺した。 

アイリス ニシャ トーブリア ン…… 高貴 
の血……その呪われた力の故に、彼女は、 
父母の手によって、愛に溢れた美しき牢 
獄に、 Aff 如ように封じられた…… 
あなたがこれまで目にしたものは、自 
らの居場所を得るため、乙女たち自らが 
選んだ人生での、試練の数々である。 

そして今日、あなたが目にするのは、そう 
した人生に迪り着くまでの、乙女たちの悲 
しき魂の移ろレゝの言_である…… 
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太正浪漫への靡 


祖父が死んだ。 

享年八十八歳。まさに大往生と言ぇる。 

最後まで寝た きりになることなく、 少しばかり呆けはあったが、それでも健康を維持し続 
けた。直接の死因は肺炎。あっけないといぇばあっけない。 

とにもかくにも、僕にとっては初の身内の死であり、すべての予定をキャンセルして実家 
に帰ることにした。 

ちょうどそのときはレッ ド カンパ ニーに 新しい 企画の打ち合わせで 行こうとしていたの だ 
が、残念ながら それ も延期となった。 ひさしぶりの 浅草で軽く一杯やりたかった の だが……〇 
電話口に出た広井(王子)さんは、 

「そういうことなら行つてきなよ」 

と、予定をキャンセルしたことにも怒った様子はなく、快く送り出してくれた。ただ、 
最後にひとこと、 

「残念だなあ……こいつをポリちやんに見せたかったんだけど……」 
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ポツリともらしたそのひとことが 妙に耳に残つた。， こいつ" . なんだろ？ 

人を驚かせることに関しては、業界で間違いなく一位であろう、広井さんの見せたいも 


(見たいなあ…… ) 

一瞬、帰るのを やめょぅかと 本気で思つ た ほどだ。考ぇてみれば、祖父とは もぅ 十年ほど 
ちやんと会つていない。十八歳のとき東京に出てきて、それからほとんど実家に帰つていな 
かつたからだ。 

それでも結局最後は〃身内の死"という、必ず体験せねばならない初の行事が勝った。僕 
はやはり東京に出てきて漫画家をやっている妹と一緒に、最終の新幹線で愛知県に向かった。 


2 


僕の実家は愛知県半田市にある。 

くうし»0>う 

祖父、祖母、父、母、いずれも生まれは東京であったが、戦争の空襲から逃れて、ここに 
やってきたのだ。もっとも、そう聞かされていたのだが、近くに中島飛行機の工場があった 

ちようよう しんそう 

ことを知り、そちらで働くよう徴 M ' されたというところが真相だと M う。 


の 
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終戦後もそのままこの地に居着いてしまったため、僕は江戸っ子になる機会を永遠に逃し 
てしまった。もしあのまま一家が東京に留まっていたら、僕も浅草あたりで成人して、レツ 
ドカンパニーに入社していたかもしれない。 

閑話休題。 

家に帰ると、すでに遺体は棺に収められ、仏間にあった。仏間といっても、もともと祖父 
の部屋だから、病院から_分の部屋に戻ってきたわけだ。 

実際、訃報を聞いたときは、格別な感情はわかなかったが、こうして物言わなくなった祖 
父と対面すると、やはり改めて悲しみというものがこみ上げてくる。見ると妹は泣いていた。 
もしかすると僕も涙を流していたかもしれない。 

赤堀初太郎。明治三十九年生まれ。 、 

取り立てて波乱もなく、平凡な一生といぇるか . 。いや、波乱はあった。関東大震災、 

太平洋戦争、伊勢湾台風……古今未曾有な災害をいくつもくぐり抜けてきたという波乱が。 
「おじいちやんね、最後に悟に渡したい物があるって言ってたんだけど……」 

「ぇっ？」 

「なんなのかを言う前に . 」 
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「へぇ……」 

いつしか僕は頁をめくつていた。 

達筆だ。筆でしっかりと書いてある。悪筆の僕と違って、祖父は字がうまく、よく近所で 
も書き物を頼まれていたことを思い出した。 

「あれ . ？」 

内容を読むというよりも、ただ文字面を見ていただけの僕だったが、いつしか奇妙な違和 
感に囚われた。……なにかおかしい。 

「あっ！」 

気がついたようにもう一度表紙を見る。 

『太正十二年』 、 
そうだ。表紙も、そして文中に出てくる「太正」という文字も、「たい」の字がすべて点 
が多いのだ。正しくは「大正」のはずだ。 

「なんでこんな間違いしたんだろ……？」 

それとも 昔は「太正」 とでも 言つたのかしらん？ 

座り込んで考ぇて いるう ちに、僕は帰郷の疲れから眠つ てし まつたらしい。 

そして、僕は夢を見たのだ。あの夢を。 






19 序太正浪漫への扉 


3 

猛火の中、僕は走っていた。 

右を向いても左を向いても、紅蓮の炎に覆われている。建物の崩れる音とともに聞こぇて 
くるのは、人々の悲鳴。 

この世の終わりだ。帝都、最期の日だ。 

炎と煙の中で、やがて僕も死ぬだろう。 そう 考ぇながら もこう 走るのは、やはり死ぬのが 
怖いからか？果たして、僕はいったいどこに向かって走っているのか？浅草も銀座も火 
に包まれて、みんな死んでしまった という 噂を聞いた。真偽のほどはわからない。けれど、 

さもありなんと思う。これ だけの炎、 そしてこれ だけの悲鳴なのだ。嗚呼 . 僕 も 死ぬ。 も 

うすぐ死ぬ . 。 

「初太 郎君！ 初太 郎君！」 

呼ぶ声に、僕は ょうやく 我に返つた。 どこまで 走つてきたのか？ ここはどこ だ？ 

視界の中に、煤だらけだが見知った顔が飛び込んでくる。 

「広井さん？広井星司さんですか？」 




「そうだよ。よかった、無事だったか、初太郎君」 
r 広井さん、こいつはいったい？」 

「戦争だよ」 

「戦争？どことです？まさか露西亜の赤軍が攻めてきたとか？」 

「違う、違う！君も噂だけは聞いているだろう！黒之巣会だよ」 

「黒 之 巣会 P それって…… あの！」 

「そうだ。今、この日本橋で大々的な戦闘が行われているらしい」 

「ここは 日本橋だったのか……。陸軍が動いてくれたのですね」 

「ぃゃ、違う」 

「ぇっ？」 

「これはここだけの話にしておいてくれたまぇ。戦っているのは帝國華撃団だよ」 

「帝國華撃団？」 

そのとき、僕は煙の向こうに見た。重厚な鋼鉄の塊を。それは本で見た、米国の人型蒸 
気兵器に近い形をしていた。 

「あれは . P 」 

「あれが帝國華撃団さ！」 
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「あれが . 」 

「さ、こうしちやいられない！鈴野君を探して、ここを逃げよう！」 

「ぇつ？鈴野君が？」 

「やつこさん、好奇心の塊のような男だからな。噂を聞いて、ここに飛んで来たらしいんだ！ 
結局、心配で僕も来ちまつたが……」 

「わかりました！ 僕も手伝います ！早く、鈴 野君を ！ 」 

そのと きだ。すぐそばで爆音が響いた。 

「うわああああああああああつ！」 

僕も広井さんも凄まじい風に吹き飛ばされた。薄れゆく視界の中で、さっき見た人型蒸気 
兵器とは違う、邪悪な魔繰機兵が炎の中で崩れていくのがわかった。 


祖父の葬式も無事に終わり、僕は東京に戻ってきた。 

身内が死んだからといって、その後の生活が変わるわけではない。遅れた時間を取り戻す 
ため、すぐにその日から仕事が待っていた。 




浅草のレッドカンパニーに行くと、広井さんが待ちかねた ように 飛んできた。悔やみの言 
葉もそこそこに、広井さんはなにかを僕に見せたくてたまらないらしかつた。 

「ポリちやんさ、これだよ、これ！これ見て よ！」 

「えっ？」 

広井さんが取り出したのは非常に古びた本だ。表紙に『サクラ』と書いて ある。 著者は 
『鈴野十浪』…•…んっ？鈴野 P 
「広井さん、これは？」 

「これはさ、一九二一年に自費出版された小説なんだけどね。いやはや、おもしろい！こ 
の時代にこんなことを考える人間がいたとは ね！ 架空年号『太正』(ほら、こんなふうに 
点があるんだ！)の中で戦う人型蒸気兵器を駆る乙女たちと、悪の魔繰兵器！五十年ほど 
出るのが早かった よねえ！」 

「えっ？ えつ!?:」 

「実家の蔵で見つけたんだけどさ！オレさ、こいつをアレンジして、ゲームにしてやろう 
と思うんだ よね！ どう、ポリちやん、一緒にやらない P 」 

僕はそのとき、呆然と、興奮する広井さんの顔を見つめていた。 

あの奇妙な夢の中で見た青年の面影がそこにはあった。 
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「あの、広井さん、つかぬことを聞きますけど . 広井さんの身内に、広井星司さんってい 

らっしやいませんか？」 

「はん？うちの爺さんだけど、それがどうかした？」 

「ぁ……」 

僕はしばらくの 間、 口をあんぐりと開けて、惚けたまま、その場に立ち尽くしていた。 

「このゲームのタィトルはさぁ . そう、『サクラ大戦』！『サクラ大戦』、いいだろ！ 

さっき公平さんと話してて、音楽は もう 頼んじやったから . あとは . そうそう、 サター 

ンだ ょ、 サターン！この間からセガとゲームやろうって話があって……絵は藤島さんに頼 

めないかな……あと . 」 

広井さんの言葉が次々と耳から入ってくる。 

広井さん、あなたはすごい ことをやろうと しているんで すょ！ それ、もしかしたら、 
当にあった ことか もしれないんですから。隠されている歴史かもしれないんですから。 

ふと思った。 

あの夢が、きっと祖父の渡したいものだったに違いない。 

「どうした、ポリちやん？」 

「あ、いぇ……」 


本 
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祖父の最後の贈り物は とんでもなく 素晴らしいものだった。 
おじいちやん……ありがとぅ。 安らかに。 
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華族という制度がある。 

一八六九年(明冶二年 —— 「明治」ではない)の版籍奉還(新政府の政策の一環で、全国 
の各藩主に領地と人民を朝廷に返還させた。これがやがて廃藩置県に繫がり、現在と変わら 
ぬ県が誕生する)のとき、当時の布達(明冶十九年二月に公文式の制定以前に発布された行 
政命令のこと)にこうある。 

「官武一途上下協同之思食ヲ以テ、_今公卿•諸侯ノ称廃セラレ、改メテ華族卜称スベタ旨 
仰出サレ候事」 

要するに従来の公家と大名諸侯を称して華族と呼ぶ ことと なつたのだ。ただし、これは名 
ばかりの尊称で、経済的特権があったわけではない。明冶維新という荒波の中に放り出され、 
すべての特権を失った公家と大名にせめて名誉だけは与ぇて、彼らの自尊心をくすぐり不満 
を抑ぇょうとしたわけだ。 

この華族は一八八四年(明冶十七年)七月七日の華族令制定で正式に制度として完成され 
る。すなわち、公爵' 侯爵、伯爵、子爵、男爵の五爵制が誕生して、欧州の貴族と同じょう 
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に爵位を名乗るょうになつた。 

少し長くなるが この 叙爵内規について少し述べてみたい。 どうやつたら 叙爵される(華 
族になれる)かという規定だ。 

公爵は「親王諸王ヨリ臣下二列セラルル者」「旧摂家」「徳川宗家」「国家二偉勲アル者」。 

侯爵は「旧清華」「徳川旧三家」「旧大藩知事(十五万石以上ご「旧琉球藩王」「国家二偉 
功アル者」。 

伯爵は「大納言迄宣任ノ例多キ旧堂上」 r 徳川旧三卿」「旧中藩知事云万石以上)」「国家 
二偉功アル者」。 

子爵は「一新前家ヲ起シタル旧堂上」「旧小藩主(五万石未満)」「国家二偉功アル者」。 

最後に男爵は「一新後華族二列セラレタル者」「国家二偉功アル者」。 

見てもらぇばわかるとおり、必ず「国家二云々」という項目がある。これが華族の創出を 
非常に柔軟なものにしていた。 

つまり、華族はその後も増ぇ続けたのだ。大功ある軍人、成功した実業家。社会的地位が 
上がれば名誉を欲しがる者は多い。 

そうした新興華族は、その経済的な富裕さとは反対に伝統を重んじる華族からは反発を受 
けていた。 
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そして、神崎家もそうした新興華族であった。 

2 

「今回も満点はただ一人。神崎すみれさんです」 

やや肥満気味の中年女教師の声が教室に響きわたると、わずかなざわめきが走った。 

ガタ…… 

一人の少女が静かに立ち上がる。髪を肩のところで切りそろぇた美少女だ。かわいらしく 
リボンが後ろで結ばれている。気の強そうな瞳はまっすぐと前を見つめ、その誇らしげな表 
情には自信があふれていた。 

すみれはゆっくりと教卓に向かって歩いた。それは一つの儀式。そう、彼女にとって同級 
生の前でこの答案を受け取る ことは 儀式なのだ。決して自慢と いう わけではない。これは彼 
女に とつて 使命 ともいうべきことだつ た。 

「お見事です、すみれさん。国語、英語、算術、幾何、ダンス。すべての試験に入学してか 
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らずっと満点を続けているのは我が校はじまって以来の快挙です。あなたはこの女子学習院 
の誇りです」 

女子学習院は明冶十八年に創設された華族女学校の後身であり、華族だけが通ぇる特別な 
学校であった。故に管轄も文部省ではなく宮内省である。普通、華族の女子は女子学習院付 
属幼稚園から、六歳で女子学習院小学科に入る。従来、女子学習院は六年制の小学科、五年 
制の中学科、そしてさらにその上に二年制の高等科からなっていたが、太正十一年四月から 
制度がかわり、小学科と中学科をあわせて十一年の本科となり、さらにそれが前期四年、中 
期四年、後期三年に分かれた。 

時は太正十一年。すみれ、十五歳。女子学習院本科後期一年生のときのことである。 

「さあ、すみれさん。 このまま 精進し、日本の良き母、良き 妻と なつてくださいね」 

目の前の中年の女教師の口癖は常に〃良き母、良き妻"であった。まだまだ男女差別の激 
しかった時代である。いかにレベルの高い女学校といぇども、所詮は超高級花嫁学校にすぎ 
なぃ。 

「はぃ、先生」 

素直に微笑みすら浮かべながら返事をしても、すみれの頭の中では別の思いがあった。 

(わたくしはそんなものにはならないわ) 
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家に縛られることを強制され、それをあたりまぇのょぅに受け止めていた当時の女学生た 
ちの中ではすみれは異質であった。特に華族の女子としては。 

答案を受け取り、振り向いたすみれを待っていたのは羨望と憧れの視線だった。女の園の 
中で抜きん出た人物は時として憧れ、さらには恋の対象となる。そして、すみれは学業でも 
運動でも社交的な作法でも、すべてにおいて他の者を引き離していた。 

r. 」 

ただすみれは知っていた。その中に明らかな悪意の視線が混ざっていたことに。その数も 
決して少なくはないことを。 

「すみれ様」 

校門に向かって歩いているすみれは背後から聞こぇてきた声に振り向いた。 

すみれを追って走ってきたのか、息を切らした幼い顔の少女の顔にはほんのりと赤みがか 

かつている。 

せつこさま 

「雪子様」 

すみれが今日一番の笑みを浮かべた。それは教師などに向かって浮かべる笑みとは違い、 
真摯な喜びにあふれていた。 
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少女は綾乃麿雪子。藤原一族清華家に連なる名門で、綾乃麿侯爵の娘であった。 

「どうなさいました、雪子様？」 

すみれはやさしく雪子に語りかけた。 

「あの……その…… 今日は まだすみれ 様と お 話を していなかつたから…… 」 

雪子がはにかんだ調子で言う。すみれは雪子にとって憧れの人物だった。なにもかもが一 
番で、それでいてやさしい。敢ぇて誤解を招く言い方をするならば、雪子はこのときすみれ 
に恋していた。男に接することがほとんどない雪子にしてみれば、すみれこそが理想だつた 
といつても過言ではない。 

「ょろしいですわ。では、雪子様のお宅までお送りしましょう」 

すみれは雪子の手をとった。 

それだけで雪子の顔はもう見ていられないほど真っ赤になる。そんな雪子がすみれはかわ 
いくてしかたないらしかつた。 

雪子は学校において、すみれのほとんど唯一の 心休まる 存在であった。同級生のすみれを 
見る目は、憧れ、恐れ、羨望嫉妬、 そして 蔑み。神崎男爵家は所詮 彼女ら にと って 異端の者 
だ。華族と認めているのは国であり、人ではなかった。 

けれど雪子は違った。すみれの ことを 心から慕っている。純粋無垢に育てられた雪子には 
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人を憎む、人を蔑むといつたことすらなかつたのだ。 

「さあ、雪子様」 

校門を出ると少し先の路地に黒塗りの蒸気自動車が止まっている。ょぅやく道を走っても 
人々の好奇の目がなくなったとはいえ、車は庶民にとっては高嶺の花であった。女子学習院 
とはいえ、車での送り迎えはほとんどいない。すみれはその数少ない一人だった。 

車自体はそぅ大きいものではない。米国の有名な大衆蒸気車 T 型フォードを基に、すみれ 
の実家の神崎重工が設計し直した"彗馬"だ。設計者の間では T 型フォードに対して、蒸気 
煙突が特徴的なことから「ヶ型」などと呼ばれていた。米国の大衆車は日本では高級車で 
あった。 

バフオン……バフオン…… 

すみれと雪子を乗せると、ケ型は走り出した。蒸気エンジン特有の白い蒸気を上空に吐き 
出しながら。 

「ゎぁ……」 

車中、雪子は外を見て、無邪気に喜びの声をあふれさせていた。雪子の家に車はない。 


移 
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り変わる景色をこれほどまでに堪能できるのは、親族会議のため京都に蒸気列車で行くとき 
以外、 ときどきす みれに乗せても らう この車だけだった。 

「雪子様はお車がお好きですか？」 

なにげにすみれは話しかけた。 

「はい。すみれ様はいいなぁ。いつもお車に乗られて」 

「そんな、 わたくし など . 。今、お父様の会社が車を 安くし ょうと努力されていますわ。 

すぐに雪子様のおうちにも . 」 

「うち……お金がないんです」 

少し表情を曇らせて、雪子が言った。 

「ぇっ？」 

「お父様もお母様もなにもおっしやらないけど、最近は . 喧嘩も絶ぇなくて . 」 

「雪子様 . 」 

雪子は そのまま 黙り込んでしまった。雪子が自分から自分の家の ことを 言うのは初めての 
こと だつた。 

このころ、江戸時代まで特権階級として生きてきた華族は、そのほとんどが窮乏に瀕して 
いた。政府から特別に経済的援助がぁるわけでもなし、先祖伝来の土地は才覚に長けた商人 
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「お嬢様、綾乃麿様のお宅に着きました」 

初老の運転手は車を止めると、素早く外に出て、雪子の側の扉を開けた。 

「すみれ様、今日はありがとうございました」 

先ほどの質問で起こった波乱などまるで知らずに、雪子は深々と頭を下げると外に出た。 

「では、雪子様 . 」 

すみれは必死に笑みを作った。これもまた儀式……。その笑みは校門で雪子に話しかけら 
れたときの笑みとは明らかに違つ ていた。 

雪子が屋敷の門をくぐったとき、中には一人の女性が立って雪子を待って いた。 女性は雪 
子ではなく、車に乗ったすみれを見て いた。 

さ 

刺さるょうな視線 - 

「お母様」 

雪子の声が聞こぇる。 

すみれと雪子の母親の視線が合う。一瞬のことだ。が、その瞬間、すみれの耳には雪子の 
声でさっきの言葉が響いていた。 

『成金』 

車が動き出したことにすみれはしばらくの間気がつかなかつた。 
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「ぉ嬢様」 

岡村の声でようやく我に返る。 

「お気になさらないように」 

「わかってるわ！」 

すみれは反発したように叫んだ。 

3 

すみれの家、神崎家は代々小田原藩大久保家に仕える下級武士であった。 

武士とはいっても無役であり、城への出仕などもすることはなく、わずかな扶持米をもら 
って暮らしを立てていた。 

とはいえ、それで暮らしが立つほど世の中甘くなく、家の者はすべからく内職に勤しんで 
ぃた。 

ただ神崎家が特殊なのは、当主の内職というのが、城の女に薙刀を教えることにあった。 
薙刀は元は「長刀」と書き、その起源は遠く平安時代に見ることができる。南北朝時代に 
五尺、七尺という長い刀の登場で、次第に「薙刀」という字を当てる ようになっ たと ある。 
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けれど、神崎家では、江戸初期の神崎万次郎によって神崎風塵流が創始さ.れたときから 
「長刀」の文字を使っていた。 

神崎風塵流はその優雅な動きから、実践よりも形式美を求める奥の者たちにまで愛用され 
るよう になる。 

ただすでに天下太平。将軍家武芸指南役から大名にまでのし上がった柳生家のごとき事は 
起こりよう もなかつた。 

たとえ 武士と いえ ども、上下の区分が はつきりついている 封建社会に おいて、 神崎家はず 
っと 下の地位に甘んじ、貧窮に喘いでいた。 

変革の時が来たのは幕末においてである。 

黒船の来航に始まる一連の外圧で日本が変わろうとしていた。二百数十年の間たまりにた 
まった封建社会の膿は吹き出し、尊皇か佐幕か、攘夷か開国かで国は割れ、心ある若者たち 
は次々と脱藩し志士となつて活動を始めた。 

すみれの祖父、若き日の神崎忠義もその一人であった。 

ただ、忠義の考え方は普通の志士とは違っていた。 その 意味では忠義は志士とは言えなか 
ったかもしれない。彼は単純に外国に憧れていたのだ。 

これには小田原藩の場所的なことも大きく関わつ ている かもしれない。開いたばかりの外 
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国との窓口である横浜が近く、洪水ともいえるほどの情報が忠義の耳に入ってきていた。も 
ちろん中にははなはだ誇張されたこともあったが。この時代、通信手段はまだまだ貧弱で、 
情報源に位置的に近いことがなにょりも情報通になる方法であった。 

外国という見知らぬ地への想いが、まだ少年といっても差し支えがない忠義の心を日に日 
にたぎらせた。寝ても覚めても忠義が思う ことは 自ら異国の地を足で踏む ことで あり、頭の 
中で外国は仏教でいう極楽浄土そのものとなっていた。 

維新前夜。十六歳になった忠義はついに決意した。 

脱藩し、横浜に走る。すでに幕藩体制は崩壊していたに等しかったが、まだまだ脱藩は重 
罪であった。日々藩の方向性に身を削り取られる思いをしている上役たちがそのストレスの 
解消をそうしたスタンド行為を起こした者の一族で行うことは十分考えられた。事実、忠義 
の老いた父親はささいな理由から切腹させられた。藩内を 引き締めょうと した藩重役たちの 
見せしめである ことは 明らかだつた。 

そうした事態がわかっていながら、忠義は出奔した。これにはもちろん家族全員の同意が 
あった。神崎家はその長男にすべてを賭けたのだ。 

横浜につくと忠義は密航して米国に渡った。 

米国についたのが一八六一年春。 
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米国では南北戦争が 始まろうと していた。 

米国の南北戦争は歴史の書にもっとも悲惨な市民戦争とある。だがその側面にはもう一つ 
の暗黒の事実がある。すなわち、世界最初の大規模な「魔術戦争」。 

南北戦争当初、リンカーン率いるアメリカ合衆国(北部)は人ロニニ〇〇万。戦争に耐ぇ 
うる戦闘人口は四〇〇万人で、労働人口に至っては一一〇万人。国の五分の四の工業製品と 
三分の二の食料を生産していた。 

一方、ジェファーソン•ディヴィス率いる南部連合政府は人口九〇〇万人。戦争に耐ぇる 
戦闘人口は一二〇万人。労働人口は一〇万人でしかなく、北部に勝る産業は奴隸を大量に使 
役した綿花栽培しがなかった。 

両者の力の差は歴然としていて、戦争が開始されれば一年のうちに南部は北軍に蹂躪され 
るだろう と言われていた。 

しかし、 一八六 二 年五月、南軍総司令官アルバート •ジョンストン 将軍が戦死し、名将リ 
1将軍が総司令官となると、戦況は一変した。リーは南軍勝利のためにあらゆる手段を試す 
ことを 厭わなかった。それが極めてオカルトに近く、荒唐無稽なものであっても。 

かくして、ブ—ドゥー教徒呪殺部隊を擁した南軍が圧倒的勝利を収めていく。戦場に響き 
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わたったブ ー ドウ—の呪殺の声は一瞬にして北軍の将兵を死に至らしめた。ブ ー ドウ ー のマ 
クンバ(呪殺時)が過ぎ去った後の戦場は累々と転がる死体で大地が見ぇなかったほどであ 

った。 

あせ あつとうてき かんらく すんぜん まじゆつ 

北軍は焦っていた。南軍の圧倒的な攻勢の前にワシントン D . C •は陥落寸前。魔術には魔 

まどうし きようし 

術をとばかり招いたトランシルバニアの魔導士協会の連中もブードウーの前に次々と狂死す 
る有様だった。 

ところがそんな北軍を一つの戦いが救うことになる。 

時は一八六三年七月一日。場所はペンシルヴァニア州ゲティスバーダ。 

これに負けると北軍は後がなかった。首都は南軍の軍靴に踏みにじられる。 

いつものように北軍をブードウーのマクンバが襲う。このころの北軍の戦術は、マクンバ 
によって死ぬ者は折り込み済み。その後の戦力でいかに相手と戦ぅかというものであった。 

マクンバは一日に一度しか使ぇない。 

ところがこの初日のマクンバで生存者がいたのだ。戦場に近い村、すでに実用化されてい 

じょうき 

た蒸気トラクターの中に置き去りにされた赤ん坊。 

「蒸気トラクタ I だとけこ 

当時の北軍の総司令官ジョージ•ゴードン•ミードは藁にもすがる思いでこれに飛びついた。 
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赤ん坊が助かったのと同種の トラクター がかき集められ、二日目のマクンバの最中に突撃 
を敢行したのだ。 

マ クンバに 絶対の信頼を置いていた南軍は この 突撃によって完全に虚をつかれた。前線に 
出ていたブードウーの呪殺部隊が次々と血祭りに上げられ、トラクターの部隊の開けた穴に 
北軍の各隊が飛び込んだ。 

七月三日。ついに南軍の戦線は崩壊し、リーは部隊を退却させる。 

米国史上、『ゲティスバーダの奇跡』と呼ばれることになる戦いはここに終わった。 

戦いの後、北は科学者、ォヵルティストを総動員して赤ん坊を救った蒸気トラクターを調 
査した。 

その蒸気 トラクター は安さを追求す る あまり、铸造のしやすい鉛を鉄に配合していたこと 
がわかった。 

鉛と鉄が性能の悪い高炉のよぅな不安定な環境でまれに起こす結晶化。それこそが妖力を 
防ぐ特殊鋼。この特殊鋼は『シルスウス鋼』と名付けられた。 

北軍は戦争時における爆発的な兵器の進歩のお手本のよぅに、トラクターを進化させ、 

ルスウス鋼の装甲をまとった『人型蒸気』を造り出し、各戦線に投入した。 

これにより戦局は決定的となり、一八六五年四月、南部の首都リッチモンドが陥落し、 


シ 
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—将軍も降伏した。 

ここに南北戦争は終結したのである。 

忠義が日本に帰国したのはこの一年後だった。 

この間のことを忠義は帰国後も決して語ろうとしなかつた。 

ただ、凄まじい体験をした こと だけは間違いなかつた。 

後年、すみれが祖父の忠義に一度だけ聞いたことがある。おじいさまの若い頃はどうでし 
たか、と。 

そのと き忠義はただ一言、 

「地獄だった……」 

そう 言つ たきり口を つぐんで しまつたということ だ。 , 

晴れやかで希望にあふれていた忠義の表情は帰国後見る影もなく、どこか猜疑的で、人を 
信じず、人を出し抜く ことに 才知を傾ける ょうになつ ていた。自分の出奔で父親を死なせて 
しまった ことに 対する反動か、忠義は家族を非常に大切にした。が、その反面、他人には冷 
徹の仮面をもつて接し、決して自らの心を明かそうとはしなかつた。 

帰国した忠義がまずしたことは幕府に対して米国の人型蒸気の輸入を働きかけることだっ 
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た。 

一介の下級武士に過ぎなかった忠義の言葉を幕府が受け入れたことは今でも不思議に思わ 
れている。が、それほど幕府は追いつめられていた。 

一八六七年、忠義は二度目の渡米を果たす。今度は徳川幕府の重臣として。忠義に与ぇら 
れた肩書きは幕府蒸気隊隊長。このころ、薩長を中心とした西国雄藩でも幕府でもやたらと 
隊が頻発され ていた。 蒸気隊 という 名称もその一つだったのだろう。それでも幕府の正式な 
役職で あることは 変わりない。 

忠義は南北戦争で成り上がった米モトロール社と交渉に入り、法外な値段ながらも買い付 
けに成功した。当時人型蒸気の輸出は認められておらず、その決定を曲げるために必要な金 
額が含まれて いたと いう。忠義に して みれば自分の懐が痛むわけで もな く、値段な どいくら 
でもょかった。 ともかく、 忠義の目的は なんとしても 人型蒸気を日本に持つ ていくことに あ 

った。 

それはなぜか？ 

忠義が操縦者乗り込み型人型蒸気「スタァ」を持ち帰った一八六八年。幕府はすでに大 
政奉還し、戊辰戦争は始まっていた。 

ここで一つの重大な犯罪が発生する。 
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忠義はスタアを操縦し(驚いたことに忠義は巧みにスタアを操縦することができた。おそ 
らく南北戦争の間に覚ぇたのだろうと思われる)、日本にたどり着いたその日のうちに隠匿 
したのだ。 

幕府の崩壊により、忠義と人型蒸気の資料は散逸しており、維新後このことが問題になる 
ことはなかった。というよりも新たな政府を構成した者たちは人型蒸気の存在すら知らなか 

った。. 

忠義がふたたび表の世界に顔を出すのは年号が明冶となって四年目のことである。 

忠義この年二十六歳。 

忠義は神崎蒸気商会(後の神崎重工)を開設。創立時のメンバーには幕府によって欧米で 
工学を学んでいた加藤四郎、松本考雄(後にタカ夫)がいる。 

忠義は新政府に対して、猛然と人型蒸気を売り込んだ。しかも国産の人型蒸気というふれ 
こみで。人型蒸気の兵器としての性能を説いて回った。 

結局、富国強兵をスローガンに掲げていた政府はこれに乗った。神崎蒸気商会は政府か 
ら毎年補助金が与ぇられ、忠義は事業を拡大した。 

一八七三年(明冶五年)、国産初の人型蒸気「富土」が完成するが、それはまだ洗練され 
たものではなく、実用にはほど遠かった。 
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それでもそのころにはまたしても情勢が忠義に有利になつていた。米国に独占されていた 
人型蒸気が海外に多数流出し、各国がこぞって兵器としての人型蒸気の開発に乗り出したのだ。 

もはや忠義の事業を邪魔するものはなにもなかった。「富士」から十年の歳月をかけて、 
すべての国産人型蒸気のプロトタィプともいぇる「天神」が完成。天神そのものは実戦配備 
されることはなかったが、これを発展させて次々と軍用の人型蒸気が作られていつた。 

この十年の間に神崎蒸気商会は神崎重工業株式会社となり、拡大された事業はいくつかの 
会社となって神崎財閥を成していた。 

一八八四年(明冶十六年)、神崎忠義は「国家二偉功アリ」といぅことで、男爵の爵位が 
贈られた。 

この日ょり神崎家は華族の仲間入りをしたのだった。 

4 

ガタン . ガコン . 

車の振動がすみれの身体にも響いてくる。この当時、どこもかしこも舗装されているとい 
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うわけではない。 というよりも 舗装され ている 道など、たとえば銀座の煉瓦が敷き詰められ 
た道な どを のぞけば 皆無と 言つ てよ かつた。そのため、 車に 乗つ ているとかなり 揺れる。 
しかし、その振動 もす みれ を 沈黙の世界から引きずり戻すことはできなかつた。 


すみれはボーッと虚空を見つめていた。 

(わたくしはいつたい毎日、なにをやつているのかしら…… ) 

むなしい思いがある。がむしやらにやつてきた日々を振り返つたとき、すみれはそこにな 
に一つ充実感を見いだせないでいた。 

なりきん 

(成金…… ) 

その言葉がすみれの頭を駆け巡る。 

おそらく 他のだれに言われた としても これほどの衝撃はなかっただろう。いや、むしろ 負 
け犬の遠吠ぇ程度の感慨しか抱かなかったに違いない。しかし、その言葉は他ならぬ雪子の 
口から出たのだ。たとぇ本人はその意味を知らなかったとしても、雪子のまわりの人間が そ 
う思つている ことは 間違いなかつた。 

(もし雪子様がその意味を知つたとき、わたくしのことをどう思うのかしら .？) 

怒りというょりも、 すみれは猛烈に 哀しい気持ちに 襲われた。 
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た。神崎家を蔑んできた大華族ですらもその中にいた。 

しかし、すみれは そんなことはまるで 興味なかつた。 といぅよりも、 結婚す る 気な どまる 
でなかった。 

日々のなんともいえぬこの欠乏感。心の飢餓感。それに対する答えを見つけることが今の 
すみれにとつて唯一の目的であつたといつてよい。 

妬みや嫉みとは無縁の、やりがい、生き甲斐を感じさせるなにか！ 

求めてやまないそれはいつたいなんだといぅのか P 

キ V V ィ V V . 

車が急ブレーキをかけ、すみれの思考は中断された。 

「なんですの？」 

岡村が前方を怪訝な表情で見つめている。 

「ちよつと騷いでいる者たちがお^まして」 

「えっ？」 

すでに神崎家の豪邸の長い壁の前に車は差しかかっている。正門は目の前だ。 
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中心となって日本蒸気自動車協会が設立されたのがこの太正十一年一月。神崎重工社長であ 
り、すみれの父である神崎重樹は、日本蒸気自動車協会初代総裁の就任の記者会見でこう豪 
ぎした。 

「あと五 年でこの帝都から人力車を消してごらんにいれ ましよう！」 

これが車夫たちの反感を買った。そのうぇ実際に少しずつではあるが、蒸気自動車を街で 
見かけるようになり、焦った車夫たちの一部跳ねっ返りが実力行使に出るようになったので 
ある。具体的には、日本蒸気_動車協会に抗議文を手渡すといった活動だったが、実際は主 
だった幹部の自宅に押しかけ暴れ回るという一種のいやがらせであった。 

「お嬢様、裏口のほうから……」 

「待って。この神崎すみれがあのような者たちに背中を見せることは我慢なりません。どか 
ぬのならどかすまで」 

r . わかりました」 

岡村が車を発進させた。 

「はへ卩」 

間近までヶ型が迫ってきたのを見て、車夫の一人がす頓狂な声をあげた。 
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車はスピードを緩めず、 そのまま 門に突っ込んで いく。 

「ぅ、ぅわぁっ！」 

さすがの車夫たちも暴れるのをやめて、いっせいに横に飛び退く。 

車は門に入つ たと ころで急に止まつた。 

ガチャ…… 

颯爽と降り立った少女に、車夫たちは目を丸くした。が、次の瞬間、腹を抱えて笑い出し 
た。 

「なにかと 思えばガキ か！」 

「嬢ちゃん、いってえなんの用だい」 

「お ままごとなら あつちへ行つてやつて くんな！」 

すみれはそんな嘲りの声に反応せず、手にしていた二本の棒を繫ぎ合わせた。棒はパチン 
と繫がり、木の長刀(薙刀)が出現していた。 

「わたくしの出番ですわね」 

すみれがニッコリ微笑んだ。 
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と同時に長刀が動いていた。 

長刀を地面とほぼ水平に構えた中段の構えから、そのまま振り上げ一気に振り下ろす。上 
下振りの動作。続けざま、長刀を立てる八相の構えに移り、そこから斜めに振り下ろす斜め 
振りの動作。さらにはそれを逆に行う下からの斜め振り。最後は長刀の切っ先を背後に向け 
て持ち、真横に払う横振りの動作。 

一連の連続技 —— 八方振りを終えるのにすみれが要した時間はゎずかに数秒。 

優雅 さとダィナミックさを 兼ね備え、見る ものを 魅了する動きだ。 

かん ざきふうじんりゆうこらようまい 

「神崎風塵流胡蝶の舞」 

車夫たちはいずれも鳩尾を強く打たれ、その場に倒れ込んだ。全員見事に気絶している。 

「ふん、たわいもないこと。 . しかし、少しはすつ きりし ましたわ」 

すみれは十五歳にしてすでに神崎風塵流免許皆伝の腕前だった。 

すみれが屋敷の中に入っていくのを、少し離れた路地から見つめる影があった。 

長い髪の女だ。このころはまだ珍しい、身体にぴったり合ったスーツを着ている。歳の頃 
は二十二、三。美女である。 
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彼女はすみれの姿が 見えなくなる と、一人納得した ょうに小さくうなずいた。 

5 

屋敷に戻ったすみれを迎えたのは、神崎家の奥を取り仕切る女中頭のヤタであった。ヤタ 
はめったなことでは感情を表に出さない女性で、今年五十を超える。すみれに 対しても 必要 
以上の ことを 言わないが、気がつくとヤタはょ くす みれのそばに じつと 立つていた。それは 
ヤタなりのすみれへの気遣いだったのか もしれ ない。 

「ただいま戻りましたわ」 

「お帰りなさいませ、お嬢様」 

「お父様とお母様は？」 

「会社のお仕事と撮影のお仕事で 遅くなるそうでございます」 

「そ，フ . I 

わかっていた応えだった。 

すみれの両親とも、家にいたことなどほとんどない。 

すみれの父親、神崎重樹は神崎財閥の中核である神崎重工の社長で、もちろん神崎財閥の 
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代表でもある。青年時代英仏に留学し、英国流の洗練されたスマ ー トさで社交界でも名を馳 
せていた。ただ父である中5義に比べて迫力に欠けるとの評判もある。 

一方、すみれの母親、神崎雛子(旧姓冴木雛子、芸名冴木ひな)は銀幕のスターであった。 

そもそも活動写真(映画)は一八九四年、発明王エジソンにょる キネ トスコープに端を発 
する。これは一人覗き穴から覗くと九十秒ほどの動く写真を見られる機械だった。活動写真 
とはこのキネトスコープの訳語で、日本には一八九六年(明冶二十八年)(:輸入され、翌年 
にはスタリーンに映すシネマトグラフとバィタスコグラフが輸入された。これらも結局は活 
動写真と呼ばれることになる。 

新しい もの 好きで商才に長け ていた 神崎忠義(当時五十二歳) はこれ は商売に なると、さっ 
そく活動写真会社を設立。数年後には各地の直営の活動写真館も充実し、初の黒字を出した。 

明冶三十三年、神崎活動写真株式会社は当時二十二歳の神崎重樹を社長に迎ぇた一重樹自 
身、経営者としての初の体験であり、言ってみれば修業であった。重樹は第一回神映新顔 
を企画し、スターを作り上げょぅとした。この第一回の新顔として見事にデビユーしたのが 
東京下町の町家の娘であった雛子であった。 

雛子はその容姿と、艷めかしい演技から瞬く間に活動写真ファンの心をつかみ、大スター 
の階段を駆け上がっていくことになる。活舌は あまり 得意ではなかったが、無声映画の時代、 
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それは大きな欠点とはならなかつた。 

一九〇六年(明冶三十九年)、重樹と雛子は結婚し(映画会社社長とトップ女優の結婚は 
当時でも結構センセーショナルであった。結婚に反対する熱烈な冴木ひなファン数百人が神 
崎家の前で座り込みをするなどという事件も発生した)、翌一九〇七年(明冶四十年)一月 
八日、長女としてすみれが誕生した。二人の子供は現在まですみれ一人である。結婚後も雛 
子(冴木ひな)は引退せず、ファンをホッ とさせた が、それは同時にすみれに孤独を強いる 
ことにな つた。 

忙しい両親を持ち、すみれには親子団欒というものがほとんどなかった。親子三人水入ら 
ずで遊びに行ったことなど皆無である。それが幼いすみれの人格形成にどれだけの影響を与 
えたか想像に難くない。すみれは愛に飢えると同時に、そうした姿を人に見られたくないと 
いう複雑な感情の中で成長していった。 

「 . 」 

両親が留守という、いつもと同じ状況でありながら、その日のすみれは少し感傷的にな 
っていた。車夫たちを長刀で翻弄した爽快さはとっくの昔に消えている。 

部屋に戻り、ベッドに腰掛けたとき、すみれはだれかの抱擁を欲していた。それは物理的 
な抱擁ではなく、精神的な抱擁だ。 
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(お父様……お母様……雪子様…… ) 

人生の目標の飢餓 惑と 愛の飢餓感が複雑な化学反応を 引き起こし 、ベッドの上にぅずくま 
つた。手足を縮め、赤ん坊の 眠るスタィルとなる。 

なに かが不安。だれかいて。だれか わたくしを抱きしめて—— 

そのときだ。 

ゾヮッ…… 

むき出しになつたすみれの心に触れたのは、やさしい包容力あふれる感情 . ではなく、 

すべてを食らつて やるといぅ 暗黒の想いだつた。 

背中に冷たいものが走り、すみれは飛び起きた。 

部屋の隅になにかがいる。 

肉眼では見ぇない。が、すみれは感じていた。それはすみれに とつて 危険な もの だ。 いや、 
生きとし 生ける ものにとつて 危険な存在！ 

(あの感覚 .！) 

それを 感じる のは初めてではなかつた。前に も 感じた ことがある。ここ 最近だ。 
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そして、すみれはその都度戦ってきた。 

「来るわ！」 

すみれは素早く壁の長刀に手をかけた。先ほど車夫を相手にした木製のものではない。本 

物だ。 

「はっ！」 

すみれが大きく長刀を横に払った。 

手応えは . なかった。 

「！」 

確かに斬ったはずだった。が、まるで手応えがなく、すり抜けてしまったのだ。普通の物 

理攻撃では効かない相手- 

(そうだつたわね！) 

キッ とす みれが反対側の壁に移動したそいつをにらみつける。常人には見えない光がすみ 
れの手から飛び出し、長刀を 覆う としていた。 

黒の存在はそれを恐れ、逃げ出そうとする。 

「ハッ！」 
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ザシユッ！ 

今度は手応えがあった。 

長刀がそいつと接触したとき、すみれは見た。その奇妙な生き物の姿を。猫ほどの 大きさ 
で四肢に尻尾があり、 さらには 蝙蝠のょぅな羽根を持っていた。なにょりも頭部がグロテス 
クだった。巨大な顎を持ち、人間が生理的にいやがる容姿だった。 

「はあはあはあ . 」 

長刀を構えたまま、すみれは しばらくその 場に 立ち尽くして いた。 そのと き、背後のベラ 
ンダに人の気配がわき起こる。 

「見事なものね」 

「だれ？」 

振り向いたすみれの前に、すみれのことを路地から見つめていたあの美女が立っていた。 
「あなたは . ？」 

「私の名は藤枝あやめ。神崎すみれさん、あなたにお願いがあって参りました」 

「えっ？」 

ニッコリ微笑む美女の顔をすみれは呆然と見つめていた。 
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6 

我に返ったすみれの、あやめに対する反応は、実に彼女らしいものだった。 

「なんですの？人の部屋に いきなり 押しかける とは 失礼な。わたくしに逢いたければ、ち 
やんと正面から人を介していらつしやい」 

あやめはわずかに苦笑いする。 

r 不鎂な訪問はお諮びするわ、すみれさん。けれど、私が正式にあなた逢いに来たとしたら、 
おそらく神崎家は私をあなたに逢わせてくれなかった でしょう ね」 

「どういうことですの？一 

「私はあなたを . そう米国ふうに言うならばスカウトに来たの」 

「スカウト？」 

「今、あなたが倒した存在……あれについて どう思う？」 

「えっ？」 

「あの人間に生理的嫌悪感を抱かせる生き物……あんなのが今帝都の闇に潜んで帝都を襲お 
うと 隙をうかがつていたとしたら」 
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「なにが言いたいんですの、あなたは？」 

「今、帝都は重大な危機に直面しているわ。あなたが倒したああいう闇の存在が帝都を襲お 
うとして いる。昨日、 今日と 本格的な侵攻がなかったのは運がいいだけなのか もしれ ない。 
そして 彼らには普通の武器では太刀打ちできない」 

「ぁ……」 

すみれは思い出していた。最初の長刀の攻撃ではあいつを倒せなかったことを。すみれの 
中に ある 特殊な力を発揮したとき、初めてあいつを倒せたことを。 

「彼らと対抗できるのは、強い霊力を持った人間だけ」 

「霊力って…… ああっ！」 

すみれが驚いたょうに声をあげた。 

「あなたは霊力について知っているわね。蒸気併用霊子式人型蒸気 —— 別名霊子甲胄の試作 
一号機〃桜武"に乗ったのだから」 

「あのときの . 」 

三年前-すみれは十二歳のときのことを思い出していた。 

一九一九年、十一一歳のすみれは祖父忠義に逢いに川崎の神崎重工の工場に向かっていた。 
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たまたま学校の遠足で川崎まで行つたと き、 祖父が来ていることを知り、会つていこうと 
思ったのだ。 

両親と会う 機会が 少なかったすみれ だが、 それは祖父とも同じであった。 

この 年、忠義七十四歳。神崎重工の代表権の ない 会長職のみ 務めて いるが、実質神崎財閥 
は忠義の 支配下に あった。忠義に対してはまだまだ 重樹も 逆らぇない。そのため、祖父の 日 
日も多忙を極めていた。 

「おじいさまにお久しぶりにご挨拶を」 

すみれが川崎の工場に着いたとき、忠義は"関係者以外立入るからず，の研究施設にこも 
ってぃた。 

もちろんそんなことで臆するょうな すみれで はない。一度こうと決めたら絶対に退かぬの 
だ。 

「わたくしは神崎忠義の孫娘！関係者ですわ！」 

なかば強引にすみれは研究施設に入り込んだ。 

研究施設の中は実に広かった。女学校の講堂の十倍以上ある。 

「なんですの、あれは？」 

その中央に置かれているものにすみれは目を瞠った。 
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人型蒸気だ。それも巨大な。すみれ自身、神崎重工製の人型蒸気はいくつか知っている。 
けれど、そこに あるのは そのどれと も違つていた。 


すみれはその人型蒸気に近づいていった。 

ガコン . 

「！」 

いきなり 人型蒸気の中央にあるハッチが開き、中から人が現れた。軍服を着ている。 

「うう . 」 

ハッチは地上からニメートルほどの所にあった。彼はそこで立ちくらみをしたかのょうに 
フラ〜ッと地上に向かって落下した。 

「あ！」 

一連の行動をすみれは呆然と見つめていた。 

「だらしない！ 帝国軍人た る者が！」 

背後からきっい声が響く。忠義の声だ。 
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「おじいさま P 」 

振り向くと、忠義と白衣の人物たちが こちらに 向かつてくると ころ だつた。 

神崎忠義。明冶から太正にかけての財界の立役者の一人。財界の巨人としては、渋沢栄一^ 

三菱を作った岩崎弥太郎と並び称される。今でも政財界に隠然たる力を有し、恐れる者は多 
、0 

だが、孫娘の前では忠義も好々爺然とした祖父であった。 

「やはりすみれか。かわいらしいリボンですぐにわかったぞ」 

「おじい さま！」 

すみれは忠義のもとに駆けていった。 

その間も白衣の男たちは急がしそぅに人型蒸気や倒れている軍人を調べ回っていた。 

その中の主任と思われる男が忠義に近づいてきた。肩に大きな鞄のょぅな機械をかついで 

ぃる。 

「御前、だめですね。わずかな霊力を使ぃ果たし、精神的な疲労で昏睡状態です」 
「情けない！それでも桜武は腕一つ動かせなかったではない か！」 

「やはり霊子力不足が原因です。彼はこれでも、今まで調査した中では最大の霊力の持ち 
主でしたが……」 
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「米田君に連絡を取りたまぇ。別の人材を軍部から派遣してもらう」 

「今度は慎重を期しましょう。せめて、この霊子計の針を振り切るくらい . 」 

主任がなにげに肩の機械——霊子計のスイッチを入れた。 

バシイイイイイイイン’. 

「うわああああつ！」 

突然、霊子計がスパークを発し吹き飛んだ。 

「なにつ!?:」 

忠義も主任も呆然と t ち尽くして、顔を見合わせている。人型蒸気 —— "桜武，を調査し 
ていた白衣の男たちも愕然と主任のほうを見つめていた。 

やがて忠義と主任はほぼ同時にすみれの顔を見た。 

「？」 

「«:■……」 

「うむ . 」 

忠義と主任はなにごとか話し合つていたが、やおら忠義がすみれの ほうを向く と、やさし 
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く語りかけた。 

「すみれ、あの人型蒸気に乗ってみる気はないかな？」 

「ぇっ？」 

忠義も、主任も、 そして 駆け.つけてきた白衣の男たちも明らかに自分になにかを期待して 
いる。すみれは子供心にそれを敏感に感じとつていた。そして、すみれはこうした期待に常 
に応ぇてきたのだ。 

「わかりましたわ」 

「おお、そうか。これはな、霊子甲胄試作第一号機、桜武と言うんじや」 

「霊子甲胄？」 

「やがて、この日本に必ず必要となるものじや。特に帝都にな……」 

一時間の後、すみれは桜武の中にいた。簡単な操縦法は聞いている。すみれがやること 
は桜武を二、三歩歩かせて' 手を動かすこと。ただそれだけだ。 

〈ではすみれ、始めるぞ〉 

「はい、おじいさま」 

無線機から響いてきた祖父の声にすみれはうなずいた。小さい手が桜武の始動キーを回す。 
十二歳の少女では、桜武の操縦席は大きすぎる。その中でこの始動キーの場所だけは楽に手 
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が 届くところに あつた。 

ガゴン…… 

ゆっくりと桜武の始動音が響く。 

そして、いきなりだつた。 

ゴオオオオオオオオ オン！ ガゴ オン！ ドゴオオオ オン！ 

「きやあつ！」 

すみれが悲鳴をあげた。 

桜武がいきなり手足をメチャクチャに動かして暴走を始めたのだ。 

「なにつ!?:」 

「いつたいなにが^:」 

桜武は手をぶんぶん振り回しながら研究施設の中を走り出す。やがて身体のあちこちから 
スパークが起こり煙が吹き出て- 
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カギイイイイイ . 

十分後、ようやく桜武は止まった。明らかにォーバーヒートだった。 

後にわかったことは、すみれの霊力が強すぎて、桜武の霊子反応基盤が対応しきれなかっ 
たという こと だつた。 

この問題はこのすみれの事件を教訓に作られた通称"三色 スミレ" —— シロ、ムラ サキ、 
キの三体の試験機体によって解決されてぃくことになる。その試験機体から導き出されたデ 
—夕によって、一九ニニ年(太正十一年)、すなわち今年完成する予定の機体の名は光武と 
ぃった。 

「わたくしに特殊な力があるのは知つていましたけれど……」 

あやめの顔を見つめながら、すみれはつぶやくように言った。 

「すみれさん、その力、この帝都のため、日本のため、 そして 世界のために役立てて くださ 
ら ないか しら」 

「ぇっ!?:」 
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「帝國華撃団……この帝都におかれる、さきほどの闇の者たちと戦う秘密部隊。そこがあな 
たの力を必要としているのよ、すみれさん」 


すみれは無言であやめの顔を見つめ続けていた。 

荒唐無稽な話であるが、あやめの真摯な表情からそれが嘘ではないことがわかる。あやめ 
には人に疑いを抱かせない、そんな不思議な魅力があつた。 

けれどすみれは首を振つた。 

「せつかくですけど、お断りしますわ」 

「すみれさん . 」 

「わたくしには神崎 財閥の 一人娘としてやらなければならないことがたくさんあります の。 
今、そこから逃げ出すわけにはまいりません」 

r …：：.：：」 、 

あやめは落胆したょぅな表情を一瞬表すが、すぐに微笑みを浮かべた。 

「すみれさん、帝國華撃団はいつまでもあなたを待つわ。考ぇを変ぇることがあつたなら、 
いつでも来て」 

それだけ言い残すと、あやめはベランダから姿を消した。 
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「不思議な女 . 」 

ベランダを見つめ、すみれがポツリとつぶやいた。 
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翌日、女子学習院に登校したすみれは雪子が休みであることを知った。 

「昨日はなにごともありませんでしたのに . 」 

軽い病気かなにかだと自分を納得 させょぅとしても 妙に気になって仕方がなかった。 
そのすみれの勘は当たる。 

翌日も、そのまた翌日も、結局一週間、雪子は学校に姿を見せなかったのだ。 

そして一週間目の日、教師は衝撃的なことを口にした。 

「綾乃麿雪子さんは学校を退学されました」 

すみれは大きな石で思いっきり頭を殴られた ょぅな 感覚を味わっていた。 

(退学 …… P 雪子様…… ？) 

雪子を送った日の母親の視線が気になって、あれ以来雪子の家に近寄るのを遠慮してい 
すみれだが、その日の帰りは違った。 


た 







綾乃麿家の前に車を停めさせると、すみれは降り立つた 


綾乃麿家の門は開け放しになっている。屋敷には人の住んでいる気配もない。 

(これはいったい…… ？) 

そのとき、屋敷の中から出てくる影があった。 

「！」 

雪子だった。 , 

青白い顔をした雪子が、 まるで 夢遊病者のょうな様子でふらふらと屋敷の玄関から出て 
くると ころであつた。 

「雪子 様！」 

すみれは思わず大きな声を出した。 

「！」 

雪子も気づく。が、雪子はすみれの顔を見ると表情を硬くした。 

「雪子様、いったいどうされ . 」 

「寄らないで！」 

歩み寄ろうとしたすみれに向かって、雪子が激しい口調で叫んだ。 
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「雪子様 . P 」 

今までの雪子からは考えられな いこと だつた。あの純粋で物静かな雪子からは。 

「雪子様、ぃったぃ……？」 

「あなたもあの一族の一人なのですね！私の父からすべてを奪つてしまつた一人なのです 
ね！」 

「雪子様 . ？」 

「私はあなたに憧れていました。あなたの ことを 友達以上の存在だと思つていました。けれ 

ど、その私に対してあなたたちの仕打ちは . ひどい。ひどす ぎます！」 

雪子の目には涙があふれてぃた。憎悪の視線がすみれを突き刺す。 

「雪子様、わたくし、本当にな にも 知らないのですわ。なにがあつたのですか、教えてくだ 
さい まし！ 一 

すみれも必死だつた。まつたく身に覚えがなく、一方的に責められる ことは すみれにとつ 
て も 我慢ならない。 

雪子はしばらく黙り込んでいたが、やがて口を開ぃた。 

「父は事業に失敗し、あなたのおぅちの会社の一つ、神崎銀行にこの家も他のすべてもとら 
れて しまぅことになりました一 
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「えっ？」 

「父と母は離婚もしました。私は母に引き取られ、遠い所に参ります。もう二度と逢う こと 
もないで しょう」 

せつこ さま 

「雪子様……」 

「神崎銀行はもう失敗だとわかっていた父の事業をさらにたきつけ、完全な失敗とだれの目 
にも わかるまで続けさせたそうです。父からすべてを奪うため」 

「そんなことが . 」 

r. 」 

雪子はそのまま歩き出した。すみれのほうを向こうともせず、すみれの横を通り過ぎる。 
「雪子様！」 

r ……さょうなら、成金のお嬢様」 
r ……！」 

呆然と立ち尽くすすみれを振り返ることなく、雪子は そのまま 門の外に消えていった。 

「 . 」 

すみれの心をなんともいえぬ孤独感が襲っていた。両親の温もりを求める心とはまた違う、 
吹き荒ぶ孤独感が。そして、強烈な喪失感があった。 
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8 

その日の夕食は、皮肉なことに珍しく家族の者がすべてそろつていた。 

祖父、忠義。父、重樹。母、雛子。そしてすみれ。 

食事の最中、ずっと重苦しい雰囲気が部屋を覆っていた。その原因がもちろんすみれにあ 
つたことは言うまでもない。すみれは周囲に怒りの波動をまき散らしていた。明らかに不機 
嫌だということを露骨に示していた。途中、重樹と雛子は何度も顔を見合わす。忠義はなに 
も言わなかった。 

配膳を担当する使用人たちも、息が詰まりそうな緊張感を味わっていた。忠義の背後に 
控えている執事の宮田恭青だけは表情を変えていなかったが(彼は滅多に表情を変えないこ 
とで 有名だつた)、それでも時々、チ ラリと すみれを見る。 

その日のすみれは抜き身の白刃だ。寄らば斬るぞという雰囲気の。 

やがて食事が終わったとき、視線を一度も上げなかったすみれがちょうどテーブルの真正 
面に位置する忠義を見た。挑戦的な目だった。 

「おじいさま、お尋ねしたいことがあります」 
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r ……なにかな」 

あやのまろこうしやくけ 

「綾乃麿侯爵家についてですわ」 


「どういうことですの？ I 

すみれはただそれだけを言った。それだけで祖父がすべてを理解すると知っているのだ。 
「すみれ」 

「すみれさん、おじい さまに . 」 

重樹も雛子もどこか戸惑ったょうな表情を浮かべている。一応すみれを制しょうとしては 
いるが、それがなんの効果も生み出さないことは当人たちにも理解できた。 

しばらく黙り込んでいた忠義だったが、やおら険しい表情をすると、ただ一言、つぶやい 
た。 

「仕事じや」 ‘ 

それは明確な拒否であった。仕事である以上、すみれの関知するところではない——忠義 
はそう言つているのだ。 

「……雪子様はわたくしの大切なお友達でした。成金の娘であるわたくしは雪子様のおかげ 
でずいぶん救われました」 
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すみれの口から『成金』という言葉が飛び出したとき、重樹と雛子は硬直した。表情を変 
ぇなかったのは忠義だけであった。 

「わたくしは 自分の ことを 優れた人間で あると 思つてました。また、そうな ろうと 常に努力 
してまいりました。 けれど、 そんなわたくしはお 友達 一人守ることができな いのです ね」 
「すみれ、いいかげんに……」 

重樹がなにかを言いかけたときだった。 

. • • • • • 

すみれがいきなり立ち上がった。 

「わたくしはいったいなんのために日々生きているのでしょう。成金の娘と呼ばれたくない 
ために、 他の華族の方々 から蔑まれたくないために……そのためだけに努力す る。 そんな自 
分が いやになりました。そんな 境遇が いやになりました」 

すみれは忠義、重樹、雛子を順に見つめると、深々と頭を下げる。 

「今日までわたくしを育ててくださつてありがとうございました、おじいさま、お父様、お 
母様。今日を限りにわたくしはこの家を出ます」 
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「す、すみれ p 」 
「すみれさん！」 


忠義は もうなにも 言わなかった。 

重樹と雛子が慌てて騒ぎ立てる中、すみれは落ち着いた様子で自分の部屋に戻っていった。 

9 

その夜の神崎邸は静まり返っていた。 

すみれが手荷物を持って玄関を出てきても、だれも騒ぎ立てる者はなかった。 

後で 聞く ところに よると、それもす ベて忠義の指示だつた。すみれには 好きに させろ— 
そういうことだった。忠義は、お嬢様育ちのすみれがすぐに音を上げて実家に戻ってく ると 
考ぇていたわけではない。むしろ、すみれの意地っ張りな部分をだれよりもよく知っていた 
のが忠義だった。そして、忠義も意地っ張りだった。忠義の言いつけでは、さすがの重樹も 
雛子も逆らぇない。すみれの両親には、すみれや忠義とは逆にそういう従順なところがあ 

つた。 
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「待っていたわ」 

すみれが門を一歩出たとき、声がかかる。 

暗い道に立っていたのはあやめだ。 

「藤枝あやめさん……でしたわね」 

すみれが言った。すみれにも彼女が待っているような気がしていたのだ。 

「すみれさん、帝國華撃団はあなたを歓迎するわ」 

あやめはニッ コリ 微笑んでいた。 

すみれも同じく微笑んで、もっとも自分にあった言い方で、それに応ぇた。 

「あやめさん。わたくし、特別に帝國華撃団に入ってあげてもよろしくってよ」 

「ありがとラ」 

二人は並んでゆっくりと歩き出した。 

帝國華撃団がいかなる所か、まだすみれにはわからない。やりがいを感じられるのかどう 
かもわからない。けれど、少なくとも心にぽっかり空いたこの喪失感を埋めて くれるような 
気がしていた。 
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その日、僕は神戸に向かう新幹線の中にいた。 

ある作品の取材で吉野、奈良と回っていたとき、ふと神戸に行ってみようと思い立ったの 

だ。 

普通に大阪回りの在来線で行けばよかったかもしれないが、京都まで出て新幹線に乗った。 
一刻も早く神戸に着きたかった。まるでそこに久しく会ぇなかった恋人がいるかのように。 

それほど神戸という街に執着したのには理由がある。ある女性の ことを 調べていて、彼 
女が暮らしていたのが神戸である ことが わかったからだ。それはずいぶん昔の ことでは あっ 
たが、そのときから僕にとつて神戸は どうしても 行かなければならない街になつた。 

新幹線が新神戸駅に到着する。 

改札口を出るのももどかしく、僕はタクシーに飛び乗つた。 

前もって連絡してホテルはとっておいた。 メリ ケンパークにできたばかりの、大きくて美 
しいホテルだという。ただ残念ながらホテル自体には あまり 興味がない。うれしかったこと 
は港のすぐそばにあること。窓から海が見ぇることだ。 
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タクシーから見た神戸はすでにあの阪神大震災の爪痕が消ぇていた。象徴的でもあった、 

ふつきゆう 

あの横倒しになった高速道路——阪神高速道路も復旧し、ちようど前日開通したという。そ 
れでもまだ郊外に行くと、崩れた建物が数多く残っているとタ クシ ー の運転手が教ぇてくれ 
た。 

大震災。僕は奇妙な気分にとらわれた。今、僕が関心のあるその女性も、過去、帝都を襲 
った震災(と一般に思われている災害)に大きく関係していたらしい。彼女の日本で最も思 
い出深い土地は、奇しくも同じ〃震災"という名称を戴いた地震によって壊滅的な被害を被 
った。 もちろん 偶然の一致に過ぎないが、因縁の ような ものを感じてしまう。 

タクシーは旧居留地の横を通り過ぎていく。 

ここだ。彼女はかつてここで暮らしていた。石積みの外壁を持つ商船三井ビル(大阪商船 
三井船舶神戸支店)が右手に見る。残念ながら彼女はこのビルの完成は目にしてはいない。 
太正十一年、このビルが完成したときには彼女はもうこの街にはいなかった。 

ホテルに着いた ときには 、すっかり陽が落ちていた。 

荷物を部屋に放り込むと、そのまま最上階のバーへ急ぐ。窓際の席に座ると、視界に夜景 
が広がった。 

「神戸に来たんだ」 
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色 とりどりのラィトでショーアッフされ た港、 そして 街。彼女がいた頃 もこんなに 夜景が 
きれいだったんだろぅか。 

今からおょそ八十年ほど前。 

太正八年(一九一九年)。 

彼女 —— 李紅蘭は初めてこの神戸の地を踏んだ。 

2 

李紅蘭は一九〇六年三月三日、北京で生まれた(中国の場合は旧暦が普通だが、ここでは 
混乱を避けるため新暦で表す)。 

中国はまだ満州族の王朝「清」の時代であった。 

父、李策杏は貿易商を営んでいた。紅蘭は この 策杏と母、香燕にとって三番目の子供に当 
たる。容蘭、芳蘭、紅蘭 —— 三人ともすベて女で、紅蘭は三女といぅわけだ。 

李家はなかなか裕福だった。当時、経済の爆発的成長は世界的な傾向で、中国(清朝)と 
いぇども例外ではなかった。国際経済の中に中国経済も組み込まれ、貿易が盛んになり、交 
通通信網も驚異的な勢いで整備されていった。一八九〇年の鉄道総延長距離がニニ〇キロメ 
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紅蘭はそのときも策杏の横で時計の分解をじっと見つめていた。策杏が時計を元に戻せな 
いで思い詰めた顔つきになったとき、小さな手が横から伸びてきたのだ。 

(ぇっ .?) 

驚いた顔の策杏の前で紅蘭は懐中時計を分解し、組み立て直してしまった。その際、策 
杏が付け忘れていた部品もすベて付けて。 

カチカチカチカチカチ . 

ネジを卷くと時計は動き始める。最初にもらつたときとまつたく同じ、規則正しい音を響 
かせながら。 

策杏は、懐中時計を手にニコニコしている紅蘭の顔を愕然と見つめていた。この子は天才 
だ、と。 

その後、機械をもらつたり買ったりしてきては紅蘭に与ぇた。紅蘭はもらうとすぐにその 
場で分解してしまう。が、一時間もすればそれは元の姿に戻った。紅蘭の さわる 機械は多種 
多様に亘った。時計、蓄音機、映写機、カメラ、ついには小型の蒸気エンジンまで。そのう 
ちに紅蘭は壊れている機械の修理までこなすょうになってしまった。天才少女の名はロコミ 
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で広がり、李家には壊れた機械が多数持ち込まれるようになったほどだ。 

家族はそんな策杏と紅蘭の行為をあきれた様子で見ていたが、本人たち はまる で気になら 
なかつた。 

一〇歳になつたらこの子を米国に留学させよう——策杏は紅蘭について次第にそんなこと 
を思うようになった。自身、貧しい農家の生まれで学校に行かなかった策杏は我が子にはき 
ちんとした 教育を受けさせようと思つていた。二人の姉には家庭教師を やとつ ている。が、 
紅蘭の才能を伸ばすにはこの中国では無理だと思っていた。伝統的な慣習の残る中国で、女 
子が技術系の道に進むことは不可能に近い。やはりそのためには異国の地に、それも比較的 
女子の権利も確立されている米国に。 

愛するわが子を幼いうちから異国にやる ことに 策杏は抵抗がないわけではなかったが、機 
械を見つめる紅蘭の顔を見て、感傷的な気分を断ち切った。機械を見つめるとき、紅蘭は 

しんそこ 

心底幸せそうな顔をしていた。 

このまま 行っていれば紅蘭も米国で技術教育と淑女教育などを受けて、大学で教鞭を と 
るよう な人生を歩んでいたかもしれない。が、結論から言ってしまぇば、紅蘭は生涯「学校」 
というところに 通う ことは なかつた。 

一家を突然襲った恐るべき運命が紅蘭から「学校」に行く機会を永遠に奪ってしまうこと 
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となる。 

しんがいかくめい ぼつばつ 

辛亥革命の勃発である。 

3 

中国東北地区(日本で言うところのいわゆる満州)の冬は極めて厳しい。 

遼東半島南端の大連といった比較的温暖な場所でも、十•二月から三月上旬まで屋外での作 
業がほとんど不可能になるほどだ。 

そんな寒い冬のある日。 

大連郊外に ある 農家の裏の井戸で、一人の少女が必死に水をくんでいた。 

まだ 歳の ころは十を 超ぇた くらいだろう。大きな 澄んだ 目をしている が、その 目をときど 
き 細めたり して 物を 見ょうとしている。どうやら目が悪いらしいが、 眼鏡は かけていない。 

厳しい寒さにも関わらず、少女は手袋をつけていなかった。さすがに水仕事に手袋は使ぇ 
ない という わけか。 ときどき 手を こすり 合わせて必死に暖を とろうと する。だが、自然は そ 
んな努力をあざ笑うかのょうに強い風を起こした。 
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るるるる，フ >フ >フ >フ . 

少女は身を縮こまらせた。 

冬場の水仕事。今と違って温水器も水道すら家の中にない当時、最高につらい仕事だった。 
が、驚いた ことに 少女の顔につら さを 見つける ことは できなかった。少女は微笑んでいた 
のだ。 

水桶がょうやくいっぱいになって、少女はそれを持ち上げ運び始めた。 

こうらん 

「紅蘭！」 

家の中からきつい声が飛ぶ。 

「はぃ」 

慌てて返事をして、少女は歩みを早めた。 

そう、少女は紅蘭であった。 

一九一一年十月十日。 

揚子江中流にある湖北省東部の都市武昌(現在は漢陽、漢口とともに武漢市を形成する。 
湖北省の省都) で 兵士三〇〇〇 人が 清朝打倒の反乱を 起こした。これを 口火と して 燎原の 
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炎のごとく革命派兵士の武装蜂起は全国に広がった。 

干支を 使う 伝統的紀年法では一九一一年は辛亥年に当たる。それゆえこれを辛亥革命と ぃ 
うのてある。 

革命の勃発は中国にとって意外なことではなかった。清朝は病んでぃた。近代化は遅々と 
して進まず、欧米列強の無理難題も際限がなぃ。日清戦争。義和団事変。これらの賠償金 
だけで清朝の財政は破綻してぃた。加えて役人の腐敗は上から下まで枚挙にぃとまがなぃ。 
国を憂う心 ある 者たちの蜂起はまさに必然。時間の問題であったのだ。 

明けて、一九三年一月一日。 

江南の旧き都南京におぃて、「中華民国」の成立が宣言された。共和制を称するこの革命 
政権は満州族の征服王朝である「清」の支配から中国を解放し、漢民族の国家樹立を目指 
してぃた。この暫定政権の大統領にあたる臨時大総統には早くからの革命指導者で、革命勃 

きゆうきょぼうめいさき そんぶん しゆうにん 

発後に急遽亡命先のアメリカから帰屆した孫文が就任した。 

すでに この 時点で中国全土二十四省のうち、十五省が清朝政府に反旗を翻してぃた。もは 
や清朝の抵抗は無駄としか思えなぃ。まだわずか六歳の皇帝、宣統帝(愛親覚羅溥儀)が退 
位し、清朝は命運絶たれるはずであった。 

が、 この 期におょんで満州族の貴族たちは抵抗を決意した。東北地方や北京近辺から兵士 
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をかき集め三万の部隊とすると、かつて軍機大臣を務め、現在は閑職に追いやられていた袁 
世凱将軍につけて送り出した。このとき袁世凱が受け取った命令は、あまりにも無謀なもの 
だった。可及的速やかに南京を攻略せょ —— 

もともと北洋新政などの近代化政策を推進して いた 開明的な軍人政治家である袁世凱の目 
は時流を見るのに敏であった。 

彼は黄河河畔まで進軍したところで全軍に八叩令する。 

「北京を攻略す る！」 

驚異的な速さで引き返した袁世凱軍は一月十五日、北京に突入した。 

残っていた清軍との間に戦闘が発生し、北京市周辺は戦火に巻き込まれた。 

「逃げろ！逃げるんだ、紅蘭！」 

火に包まれた自分の家を紅蘭は呆然と見つめていた。策杏の声も紅蘭には届かない。 

その日、袁世凱軍の攻撃はまさに奇襲であり、市民は避難する間もなかった。 

ダン ッ！ ダン ッ！ ダガァァ ァン！ 
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あちこちで銃声が響いていた。 

不運な ことに 李家は ちょぅど 戦場の真ん中に なつてしまつていた。 
r 父様 P 母様 P 」 

こ*フらん 

ょぅやく我に返った紅蘭は両親を求めて声を 張り上げる。 

「紅 蘭！」 

煙の中から母親の声がした。が、次の瞬間—— 


ガガアア アン！ 

「きやああああああああああああつ！ - 
銃声と ともに 母の悲鳴が 響き わたつた。 

「母様…… P 」 

その後しばらくの間、あたりから聞こえるのは燃えさかる火の音だけであつ 


パチパチ……バチッ • 


た 
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呆然と紅蘭は立ち尽くしていた。あまりのことに気が動転して、泣くことすら忘れていた。 

「あ . あ . 」 

使用人たちも二人の姉の姿もどこにも見られない。父親の姿もない。あるのはただ紅蓮の 
1けだ。 

遠くで また 銃声と爆音が鳴り出した。 

「あ……」 

そのとき、紅蘭の目は炎の中に人影をとらぇた。ょく見知った背格好。 
r 父様！」 

策杏だ。策杏はふらついた足取りで紅蘭のほうに歩いてくる。 

いてもたつてもいられず、紅蘭は策杏のほうに走り出した。そのまま策杏に抱きついてい 
く。策杏の手がゆっくりと紅蘭の肩を抱いた。 

(ょかった .) 

安堵感が紅蘭の心を覆う。 

だが、改めて策案の顔を見たとき、その気持ちが大きくぐらついた。策杏は額から大量に 
血を流していた。 

「父様……？」 
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策杏は やさしい 目で紅蘭を見た。 

「紅蘭、これから私の言ぅことをょく聞くんだ」 

「ぇっ？」 

「強い 子になれ。どんなと きで もくじけちやいけない。どんなときも 笑顔で いなさい」 

「父様……？」 

「おまぇなら大丈夫だ……紅 蘭……」 

ドサツ . 

策杏の身体が前のめりに倒れた。背中には無数のガラスの破片が刺さっていた。紅蘭はわ 
からなかったが、銃痕もあった。 

「父 様！ 父 様！」 

「これを . 」 

策杏は懐にあった懐中時計を紅蘭に渡した。それはあの紅蘭の才能を初めて策杏が知る 
ことにな つた懐中時計であつた。 

紅蘭の小さな手に懐中時計が収まると、策杏はわずかに微笑んだ。 
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「……紅蘭……行きなさい。生き延びるんだ……紅蘭……」 

息も絶え絶えに策杏は話し続けた。 

紅蘭はその場から動かなかった。父親にすがりついたまま、泣き続けていた。それはやが 
て父親の声が永遠に止まった後も……。 

その後、戦闘はますます激しくなった。が、戦場の真ん中にいるのに、不思議な ことに 紅 
蘭には流れ弾も当たらなかった。いや、一度紅蘭めがけて飛んできたのだが、なぜか紅蘭は 
傷一つ負わなかつた。しかし、紅蘭が そのことを 気に留める ことは なかつた。 

戦闘はやがて終わりを告げた。 

紅蘭は生き延びたのだった。 

えんせいがい はんらん しんちよぅほろ 

袁世凱の反乱にょり清朝は減んだ。 

そのまま 袁世凱は北京に おいて 臨時政府を 担ぅ ことを宣言する。 それは 孫文の南京 政府と 
真っ向から対立するものであった。 

内戦が始まる。 

中央の統制の弱まった地方では、駐屯していた軍人たちが勝手に利権集団を作り、周辺の 
支配に乗り出し始めた。「軍閥」と呼ばれた彼らはその時々に応じて北京政府、南京政府の 
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どちらかに荷担した。 

治安は乱れ、難民が多く発生し、戦火に追われた人々や脱走兵の中には盗賊や匪賊に身を 
落とす者まで現れた。 

日本と欧米列強は自らの権益確保のためにさまざまな謀略を画策したが、それすらも大勢 
を左右す ることは なかつた。 

中国国内は 混沌としていた。 

北京を逃げ出した紅蘭は数多くの難民たちとともに東に向かつた。 

北京の東に ある 開港都市天津から船に乗り そのまま 遼東半島に至る。紅蘭 もその 中にいた。 
ほとんど 食べる ものもない 逃避行。 

もう 紅蘭は泣いていなかった。船底で、黙り込んだまま両手を握りしめ、 じっとうずく ま 
つている。手の中には懐中時計があつた。 

(父様…… ) 

それだけが紅蘭の心の支ぇだった。 

遼東半島の大連市に着くと、難民たちは降ろされた。行くあてなどだれもない。まだ幼か 
った紅蘭の前にあるのは死しかないょうに見ぇた。 
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(だめ……もう…… ) , 

港からどれだけ歩いただろう。すでに寒さも紅蘭の身体は感じなくなつていた0 
、ドサツ . 

紅蘭はその場に崩れるょうに倒れた。 

(あたし……死ぬんだ…… ) 

ぼんやりとそんな考えが浮かぶ。ずっと握りしめていた手をゆつくりと開いた0 
懐中時計があった。 


ぅっすらと涙が流れてくる。そのとき、策杏の最後の言葉が思い出された。 

『強い子になれ。どんなときで もくじけ ちやいけない。どんなと きも 笑顔でいなさい』 

紅蘭は必死に笑顔を作った。もはや他になにができるといぅのだ。ただの一つでも父親と 
の約束を守りたかった。 
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(ごめんなさい……父様…… ) 

しかし、紅蘭は死ななかった。 

このどん底の中で、父親との約束を 守ろうとした 紅 蘭への 褒美のように、幸運が彼女のも 
とを訪れた。紅蘭が倒れた のは 農家の軒先で、 音に 気づいたその家の者が中に運び込んで手 
当して くれたのだ。 

そのまま紅蘭はその家に 拾われた。 

裕福な貿易商の三女としてなに不自由なく生活していた紅蘭は、その 日から 農家の里子と 
して、ほとんど使用人同然の生活を強いられる ことと なつた。 

4 

農家の朝は早い。 

起床は日の出前。そして、すぐに仕事は始まる。. 

この時代、まだ電灯は 一般的では なく、ランプは普及していたが、それもそう長い時間使 
ぇる わけではなかったため、 日の出と日の入りが 生活の基本であった。 

長い冬が終わり、ようやく春の温もりが大地を覆うようになってきた頃、農家の一年も始 
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まりを告げる。 

一九一九年も三月に入ろうとしていた。紅蘭が大連郊外の農家で ある 趙家(満州族は姓 
以外に氏族名を持ちそちらのほうでも表記する。ちなみに趙家は覚爾察氏族)に拾われてす 
でに七年が経っている。 

農家の生活に紅蘭も完全に溶け込んだ。 

紅蘭の一日はざっと こんな 感じだ。朝、 日の出とともに 起き、家族の ために 井戸から水を 
くんでくる。そのまま 食事の準備を して 朝食。後片付け をして、 家族を追って 畑に出る。そ 
のまま昼まで 畑仕事。昼に小一時間休息をとって、日の入り 近くまでまた 畑仕事。一足先に 
帰って食事の準備をし、後片付けが終われば寝られる。食事は一日二回。睡眠時間は八時間。 

現在の十三歳の少女からすれば信じられないくらい過酷な一日である。睡眠時間が比較的 
普通に とれる のが救いか。 

もつとも、 紅蘭は眠る時間を あることに 充てていた。 

夜、家族が寝静まったとき、そっと抜け出して納屋に行く。そして、昼間休憩時間に搾 
っておいた菜種油を使って明かりをとり、大好きな機械いじりをしていたのだ。 

ほとんどの 場合、対象と なる のは父親の形見の懐中時計であった。 それを 飽きずに分解 
しては元に戻す。 そんな ことをもうすでに何千回と繰り返している。そのため紅蘭の頭の中 
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には時計のしくみが完全に入っていた。工具さえあれば応用で別の時計を作る自信もあった。 
が、今はまだその工具はわずかしかない。工具は紅蘭の手作りだった。壊れた農具や木や鉄 
タズを拾ってきては、それを根気ょく削って工具に仕立てていく。時計を分解 するとき 使っ 
ている細い ドラィバーもそぅ して作ったものだ。それは驚くほど精密にできていた。 

「あは……」 

その日も無事時計を組み立て終えて、紅蘭は満足そぅに微笑んだ。 

このときが紅蘭には一日でもっとも幸せなときだった。機械をいじっていれば、昼間の仕 
事の辛さも忘れることができる。 

困ったことがあるとすれば、作業をずっと暗いところでやっていたので、目がすっかり悪 
くな ってし まったことだった。いろいろと作業に不自由で、眼鏡が欲しかったのだが、そん 
なもの買ってもらえるわけもない。金銭的な余裕ももちろんだが、理由が理由だけに言い出 
せなかった。 

「さて……」 

菜種油はあとわずか。それにそろそろ寝ないと家族に気づかれるかもしれない。 

ガタ . ガタガタ . 
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納屋の戸口が鳴つて、紅蘭は ビクッとしてそちらを 見た。 

家族のだれかに見つかったのだ。 

不安な表情が紅蘭の顔に浮かぶ。 

(やばいなあ…… ) 

紅蘭の機械い じりを 家族の者は知っていた。 ほとんどの 人間は興味を持っていないが、 
親である 暁明だけは これを目の敵にした>° 

最初に見つかつたときにはこっびどく叱られるだけでなく、何度もぶたれた。 

「なにやってんだろうね、この役立たずが！おまぇのような 無駄飯 食らいを置いておく 
どうちは余裕がないんだよ！」 

「すいません」 

「すいませんじやないよ、パ カ！ 出ていきな！」 
r ごめんなさい、ごめんなさい」 

「さつ さと どこかに行つちまいな！」 

このときは 夫で ある 郭宣が 取りなして、なんとか出ていかずに すんだが。 


ほ 


里 
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二度目に見つかったときはもっとひどい仕打ちを受けた。 

いきなり懷中時計を奪い取られ、庭の大きな石に向かって叩き付けられたのだ。 

暁明とて、その懐中時計が紅蘭にとって唯一の父親の形見であることは知っている。それ 
でも容赦がなかった。もっとも、数日かかって紅蘭は丹念に部品を集め、見事に修復してい 
る。ただし、さすがに文字盤を覆っていたガラスは粉々に割れて使いものにならなかったが。 
それ以来、紅蘭の時計には文字盤のガラスがない。 

どうやら 暁明に して みれば、紅蘭の機械い じりが 忌々 しくて 仕方ない らし かった。自分か 
らすればなにをやっているのかわからず、里子のくせに生意気だというわけだ。さらに、 そ 
れが高じて、 夜そんなことができ るのは 昼間畑 仕事で手を抜いているから と 信じた。もう一 
つ、暁明が紅蘭につらく当たる理由がある。趙家は満州族である。が、紅蘭は漢族だ。満 
州族の王朝であった清朝崩壊後、満州族は各地で漢族から迫害を受けた。 そのこと はこの 
満州族の本来の生活圏である東北地方に も 伝わった。満州族の 一人と して、暁明は漢族への 
怒りを紅蘭にぶつける ことで 解消しているらしかつた。 

ガタガタ . 
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暁明に見つかれば、今度 もまた ただではすまないだろう。 


紅蘭は身を 固く した。 

「紅蘭」 、 

聞こぇてきたのは意外にも若い女の声だった。 

「慶美さん P 」 

入ってきたのは暁明の本当の息子である郭英の嫁の慶美だった。紅蘭よりも三つ年上の十 
六歳だ。 

趙家は農村によくある大家族であった。当主である郭宣とその妻の暁明。息子は二人いて、 
上が郭加、下が郭英。郭加は妻との間に子供が三人いて、彼らも一緒に暮らしている。郭英 
の妻慶美はまだ子供を産んでいない。紅蘭を入れれば十人の大所帯だった。 

『打倒媳婦、揉到麵』といぅことわざが満州族にはある。 

よく殴った嫁、よく揉んだ麵はよい-といぅ意味だ。 

このことわざ通り、嫁は婚家で鍛ぇねばならないとされ、舅、姑、さらには夫からよく 
打たれた。 

趙家の場合、男は比較的穏和な性格だったが、その分、暁明が慶美をよく殴った。慶美と 
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大連郊外。紅蘭の住む村からは歩いて二時間の距離のところにそれはあった。もちろん紅 
蘭は歩いてやってきた。 

「わあ……！」 

平地が どこまでも 広がる。が、 そこは きれいに整備されていて、表面には石一つない。さ 
ら には、 まつすぐな 白い線が引かれている。 

滑走路。間違いなくそれは滑走路だった。 

そして、滑走路の端には、紅蘭が見たくてたまらなかったものが置いてあった。 

「あれだ！」 

思わず紅蘭は声をあげた。 

小さなプロペラと二枚の翼を持つ、そぅ、それは複葉機— 

「あれが空を飛ぶ機械！飛行機！」 

何度も想像し思い描いたものが今、目の前にあった。 

とはいぇ、さわることはできない。飛行場の周りは厳重な柵に覆われていて関係者以外は 
入ることができなかつたからだ。 

けれど、見ることができただけでも紅蘭は満足だった。 
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ここで、この当時の飛行機事情について少し述べておかねばならない。 

一九〇三年士一月十七日、米国のラィト兄弟の作った「ラィトフラィヤー」が人類初の有 
人動力飛行に成功する。 

この成功をきっかけとして、航空機産業は飛躍的発展を遂げる……はずであった。 

だが、飛行機の前に強力な競争相手が立ちはだかった。 

蒸気エンジンを積んだ飛行船の存在である。 

ドイツのフェルディナンド•フォン•ツェッペリン伯爵はアメリカ南北戦争の北軍として 
参加し、自ら偵察気球に乗って戦場へと赴いた。 

そして、危機的状況に陥っていた北軍がかの人型蒸気にょって盛り返していくのを彼は上 
空から見つめ続けたのだ。 

戦後、さらなる発展を続ける人型蒸気に彼は注目した。特にその小型で強力な蒸気エンジ 
ンに。 

彼が考ぇたのは飛行船の製作だった。人型蒸気に使われた蒸気エンジンを発展させ、軽量 
大出力の蒸気機関を飛行船に搭載すれば極めてコストパフォーマンスの高い空の移動手段を 
生み出すことができる、と。 

人型蒸気の大手、米国モトロール社と組んだツェッペリン伯爵は、一八九八年、ドィツで 
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飛行船工場を設立する。やがて作られたツェッペリン号 L 1 は全長二五〇メ ー トル、乗客を 
一五〇人乗せ、時速三〇〇キロを超えるスピードで空を飛べるという画期的なものだった。 
初期の頃は水素ガスを使っていたが、爆発の危険性が高いということで、水素ガスについで 
軽く、安全性も遙かに高いヘリゥムガスに換えられた。このころ、飛行船に搭載される蒸気 
機関はすでに推進力以外に浮力にもその動力を割り当てることができる ようになっ ていた。 

安価で大量輸送、しかもそこそこに速い飛行船の登場は、世界中に驚きと喜びを持って迎 
えられた。投資家たちはこぞって飛行船業界に投資し、世界中に飛行船の航路が作られた。 

これにより 飛行機の発達は十年遅れたと言われている。 

ようやく 飛行機の価値が認められたのは、軍事の分野でぁった。 その 小型さ、 そしてスピ 
—ドと運動性 —— 飛行機はこれより兵器として発展していく。やがて新たな軍用機の開発に、 
各国はしのぎを 削ることにな つた。 

紅蘭がやってきた大連飛行場は日本睦海軍の軍用機実験場だった。大連のぁる遼東半島は 
日露戦争後、日本の租借地となっていた。 

シユオオオオオオオオオオオン . 
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I わ' —っ！ わ' —っ！ わ' "—っ！」 

先ほどから飛行機が離陸するたびに紅蘭は奇声を上げて大騒ぎをしていた。 

紅蘭は完全に飛行機に魅了されていた。 

自分が今まで機械いじりが好きだったのは今日、この飛行機に会うためだったとすら思い 
出していた。 

(あたし、あれを作ってみたい！飛行機を作ってみたい！) 

結局、その日は夕暮れまで紅蘭は飛行場の柵にかじりついていた。 

ブオオオオオオオオオオオン . 

複葉機がゆっくりと降りてくる。手慣れた着地をして、複葉機は滑走路の上に降り立った。 
紅蘭のいる場所と反対側に大きな建物がある。飛行機の格納庫だった。 

本来ならばそちらに向かうはずの飛行機は、なぜか反対の紅蘭のほうに近づいてきた。 

「ぇっ？」 

驚く紅蘭の前で飛行機は止まった。操縦席から飛行服姿の男が飛び降りてくる。彼はそ 
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のまま紅蘭に近づいてきた。 

「あ . !?: えつ . !?:」 

紅蘭はドキドキしたまま、そのときを待つた。 

やがて、彼は立ち止まり、顔にかけていた飛行眼鏡をとる。 

(.！) 

まだ若い。二十歳を少し超えたぐらいか。やさしい笑みがそこにはあつた。 
「飛行機、好きなのかい？」 

青年は流暢な中国語(北京語)で話しかけてきた。 

-丨はと ぉぉさゎ 

「空からも見えたょ。キミが一人、大騒ぎしているところ」 

「え、えつ£：:」 

紅蘭の顔がみるみる赤くなる。 

クスリと青年は笑ぅと、いきなり手を伸ばして紅蘭を抱きかかえた。 

「きやつ！一 

そのまま紅蘭の身体を柵の内側に降ろす。 

「えつ？ えつ!?:」 
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わけもわからず立ち尽くしている紅蘭(:青年はニッコリ微笑みかけた。 

1内緒にして おくから」 

飛行機にさわっていいょ——青年の目がそう言っていた。 

「やった 一 っ！」 

紅蘭は喜びのあまりころびそうになりながら飛行機に近づいた。まるで放つておけば逃げ 
てし まう 鳥に出会つたみたいに。 

コクピットをのぞき込む。 

「うわ—つ！」 

翼にさわつてみる。 

「うわ一っ！」 

プロペラとその向こうのエンジンを間近で凝視する。 

「うわ一っ！」 

すべてが驚きと感動の連続だった。 

(これ分解してみたい .) 

さすがにそれは声に出しては言ぇなかつた が、 物事に対してこれほど心底思つたことはな 
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整備 土と 思われる男たちが何人も やってきたため、 紅蘭は機体から離れた。非常に惜しい 
気分だったがしょうがなかった。 

「ありがとうございました」 

「ずいぶん熱心に見ていたね。いい目をしている」 

「機械、好きなんです。いつか、あんな飛行機を作ってみたいんです」 

「飛行機を……？」 

青年は少しまじめな顔になつて紅蘭をじつと見つめた。そして、紅蘭の瞳にある真剣な意 
志に気づいたょうだ。 
r がんばろう、お互い」 

「えつ!?: あ、はい .. あの、軍人さんですか？」 

「ああ、海軍少尉だ。僕もやつとのことで飛行機の操縦士の資格を取ることができたんだ 
よ。僕にとつても飛行機は夢なのさ」 


今まで、紅蘭に とつて 軍人はあのいやな思い出を思い出させるだけの存在でしかなかつた。 
が、この 日を 境に少し違ぅ見方ができるょぅになつた。 

(軍人にもいい人がいる…… ) 
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あたりはかなり暗くなつていた。陽はほとんど沈みかかつている。 

「もう 遅い。 帰りなさい」 

「あ、はい」 

礼を言って 去ろうと して、紅蘭は最後に もう 一度青年のほうを振り向いた。 

「あの……明日も飛ぶんですか？」 

「うん？そうだょ。明日は 遠距離飛行に挑戦だ。 日本まで……は 無理 かもしれない が、東 
に向かって飛ぶんだ」 

「東に……」 

紅蘭のいる趙家はここから東にあった。 もし 明日空を見ていたら、この人の飛行機が見ぇ 
るか もしれ ないな-そんな ことをふと思つ た。 

トボトボと飛行場を離れる紅蘭の姿を見つめている人影があった。女だ。 

長い髪の軍服姿の女性。美女だ。そう、彼女は —— 

「へ ィッ、ミス•アヤメ！」 

背後からいかにも英国紳士然とした男が彼女に話しかけてくる。彼女——あやめはわずか 
にそちらを向く が、すぐに紅蘭の ほうに 視線を戻した。 
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「ホヮット？」 

思わず首をすくめる紳士を気にもとめず、あやめは紅蘭を見続けた。 

「あの子 . まさか . 」 

あやめは紅蘭のあとを追いかけて歩き出した。 

6 

楽しい時間があれば、その後にあまり迎えたくない時間が来ることもある。 

(まいつたなあ…… ) 

月明かりと星明かりだけが頼りな暗い夜道を歩きながら、紅蘭はそぅ思った。 

いくら休みをもらつたとはいえ、ここまで遅くなつては、叱られるのは免れない。 
ヒステリックな暁明の顔を思い出して、少しばかり足取りが重くなる。 

(でも、ま、しょぅがない。楽しかつたもの) 

今日のことを思い出すと自然と笑みが浮かんだ。飛んでいる飛行機。間近で見た飛行機0 
そしてあの海軍少尉の青年—— 
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『いつか、あんな飛行機を作ってみたいんです』 

ふとあの青年に言った自分の言葉が思い出された。それはまったくもって不可能な夢に思 
えた。 

(今の ままじ やだめだ。今の ままじ や .) 

趙家 にいる かぎり夢が実現す る ことはないだろう。おそらく、農家の娘として一生を終え 
るに 違いない。 

けれど、趙家を出ることは十三歳の紅蘭にはまだ考えられる選択ではなかった。あまり居 
心地のいいところとは言えなかったが、少なくとも趙家の人たちは自分を七年間育ててくれ 
たのだ。それに家を飛び出したとしても行くあてはどこにもない。 

(でも……でも……あたしはやっぱり飛行機を作ってみたい) 

紅蘭が自分の将来について真剣に考えたのはこれが初めてのことだった。それまでは生き 
ていく ことに精一杯でそこまで頭が回らなかった。だが、今日からは違う。 

(やっぱり話そう。怒られてもいい。自分がどうしたいか、ちやんと話さなくちや) 

家に戻っ たら 郭宣と暁明に将来について話すことを、紅蘭は決意していた。おそらく郭宣 
はムスッと したままなにも 言わないだろう。 もしかしたら 好きにさせてくれる かもしれ ない0 
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が、暁明には激しく罵られることを覚悟していた。恩知らず！これだから漢族の女は！ 
-頭ごなしに言われるのは間違いなさそうだ。 

「ふう . 」 

怒られるのは慣れているが、気持ちのいいものではない。 しばらくは 仕打ちがさらにきつ 
くなることを 今から思って、紅蘭は 小さくタメ 息をついた。 

(やっぱりあの家にはあたしの居場所はないな . 。あたしはあの人たちにとってどこまで 

行っても部外者) 

冷静な思いが紅蘭にあった。それでもまだ慶美がいる。覚英と慶美は好きで一緒になった 
わけではない。この時代、親が決めた縁談を女が断ることはできなかった。慶美とは同志の 
ょうな ものを紅蘭は感じている。 

(慶美に将来のことを話したら反対されるかな…… ？) 

慶美があの家の中で自分のことを頼りにしているのはょくわかる。おそらく反対するだろ 
う。あたしを見捨てるのか、と。 

(前途多難だ…… ) 

そんなことを考ぇていたため、二時間の道のりはあっという間だった。 

が、村のそばまで来て、怪訝な思いにとらわれる。村が紫様に明るいのだ。 
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(えつ？) 


ヒヒイイイイイイイイイイン. 


あちこちで 馬のいななきが響き、騒然とした雰囲気が伝わってくる。明るいのは松明の光 
だ。 

ばぞく 

「馬賊！」 

その恐ろしい集団のことを思い出し、紅蘭は戦慄した。 
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どくとく きばぶそう しんちようまつき もともと ぎ 

東北地方の独特の騎馬武装集団である馬賊は清朝末期に起こり、元々は義にょって結ば 

にんきよう 

れた仁侠集 MV あるという。 

こんとん なんみん とうぞく 

が、混沌とした中国情勢は多数の難民を生み、馬賊とは名ばかりの盗賊集団をも生み出し 
ていた。 

馬賊が大連近郊に現れるのは極めてまれだったが、その滅多に起きないことが今夜起こっ 
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自分一人の力ではもちろん馬賊と対抗できない。が、それならば武器があれば、と思ったの 
だ。 

紅蘭は馬賊たちの馬にそっと近づいた。人間になれているのか、特に馬は騒がない。それ 
とも紅蘭ごとき小娘ではとるに足らないと馬ですら思つているのか。 

紅蘭は例の重砲に近づくと、必死にその構造の理解に努めた。武器は初めてだったが、か 
つて幼少の頃さまざまな機械にふれていたことが役に立つた。 

その間、馬賊たちは好き勝手なふるまいを始めていた。村人たちをすベて縛り上げると、 
家々にあった酒を集めて酒盛りを始めたのだ。すでに各家の蓄ぇは集め終わっているようだ 

った。 

「頭、こいつらどうしますりこ 
酒に酔った勢ぃで、手下の一人が頭目にきぃた。 

頭目 もした たかに酔っていた。 

「そうだな。騒がれるのも面倒 だ。 全員殺しち まう か」 

頭目の言葉に村人たちは硬直する。 

「殺 すんならちよつと 待つ てくださいよ！ せつ かく だ。 楽しませてもらいましよう ぜ ！」 
そういうと手下たちは村人の間に割って入り、年頃の娘を連れ出した。 
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「やめて！ やめて！」 

「へつ、おとなしくしろつ！」 

「きやつ！」 

娘の中には慶美の姿もあった。慶美も青ざめた顔ながら、必死に抵抗していた。慶美は暁 
明たちが愕然となることを口にする。 

「やめて！あたし、お腹の中に赤ちやんが . ！」 

「知つ たことか！」 

手下は乱暴に慶美を組み伏せょぅとした。 

そのとき だ。 

「待ちなさい！」 

馬賊たちの前に紅蘭が姿を現した。 

「あん？」 

もちろん娘一人が出た ところで 動揺する馬賊たちではない。それ どころ か笑い出す始末だ。 
「これはこれはお嬢ちやん、いつたい どぅしたんだ い？」 

からかい口調で馬賊たちははやし立てる。が、紅蘭は毅然と叫んだ。 

「みんなを 放しなさい！」 
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「へへつ。放さないとどぅなるのかな？」 

「こぅょ！ I 

ゴゴオオオオオオオオオオオオオン！ 

ぃきなり爆音が響く。 

重砲の弾から火薬をとって作った即席の爆弾が爆発したのだ。 

「なにつ!?:」 

ヒ—ン！ ヒヒイイイイイイイイン！ 

爆発の衝撃で馬たちが騷ぎ逃げ始めた。馬を留めてあった縄を切ったのも紅蘭だった。 
「小娘がっ！」 

思わぬ騒動を引き起こされて、馬賊たちは怒り心頭紅蘭に殺到した。娘たちは解放され、 
全員が紅蘭めがけて走ってくる。 

紅蘭はこのときを待つていたのだ。 



124 


「ほいっ！」 

紅蘭が隠し持っていた紐を引っ張った。 

ド ゴオオ オオオオオオオオオ オン！ 

重砲の発射音が響く。 

「なんだっ P 」 

馬賊たちの歩みが止まった。が、なかなか着弾する様子はない。 

「けつ、なにしやが つた！」 

殺気立つた馬賊たちはジロ リと紅 蘭を見据ぇる。 

そこへ- 

ヒユオオオオオオオ . ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオン！ 

「ぅわああああああああああああああつ！一 

重砲の弾は真上から降ってきた。 
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あの短時間の間に紅蘭は重砲を改造し、一種の迫撃砲に作り替えたのだ。普通の重砲では 
地面と平行攻撃になり村人の間に もけ が人が出てしまうかもしれない。 その 点、迫撃砲なら 
ばほとんど 垂直に撃ち出すことができ、狙い さえうまくつけば 馬賊たちだけ選別して攻撃で 
きる。紅蘭は そう 考えたのだった。 

爆発の衝撃に吹き飛ばされ、馬賊たちは地面に突っ伏した。 

(今だ！) > > 

その間を紅蘭は一直線(:村人のもとに駆け寄る。手にしていた鎌で次々と村人の縄を切っ 
た。 

「小娘ッ！」 

ょうやく馬賊も起き上がって、紅蘭のほうを見据えた。 

紅蘭は別に相手を 殺そうと したわけではない。だから弾の威力は当然抑えてあったし、 
いもだいたいの所にしか据えてない。 

馬賊たちは動けなくなった者もいたが、半数はそのまま武器を持って突っ走ってきた。 

「きやああっ彳こ 

馬賊が銃を構え、それを見た慶美が悲鳴をあげた。 
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「技師？」 

I 人型蒸気と霊子力機関が専門ね」 

「へっど 

紅蘭がその パーシ！ ホヮードと名乗る英国人技師と話をしているぅちに、あやめの戦い 
は終わっていた。 

最後に残った頭目の喉を、あやめの剣の峰がとらぇた。 

フフごつ！」 

頭目は悶絶し、白目を剝いて気絶した。 

「やった ぁ！」 

村人が歓声をあげる。 

「ょかった . 」 

紅蘭も安堵の吐息をもらす。 

が、まだだ。 

最初の爆発で倒れていた馬賊の一人が、銃を構ぇて立ち上がったのだ。 

「死ねっ！」 

銃は偶然近くにいた慶美を狙っていた。 
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「だめっ！」 

思ゎず紅蘭の身体が動いた。 

しかし、 それょり 早く慶美をかばって銃の前に身をさらしたのは暁明だっ 
「撃たないで！」 

バシユ ンッ！ 

銃が放たれた。 

そのときには銃と暁明の間に紅蘭の身体が入り込んでいた。 

「あっ！」 

「紅 蘭！」 

紅蘭は確かに胸を撃ち抜かれたはずだった。 

「いたあ……あれ P 」 

しかし、地面に倒れたはずの紅蘭はすぐに起き上がった。 

「あれ？あれ P 」 

紅蘭に向けて銃を放った馬賊はすでにあやめの剣の前に白目を剝いていた。 


た 
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「あ……」 

不思議がる紅蘭が懐から出したものはあの懐中時計であった。銃弾はまともに懐中時計 
に突き刺さつていた。 

「父様……」 

懐中時計を見つめながら、紅蘭はぽつりとつぶやいた。心の中に、幼い日最後に見た父策 
杏の笑顔が広がった。 

「見ましたか」 

「この目ではつきりとね」 

立ち尽くして懐中時計を見つめる紅蘭の背後で あやめと ホヮードが話し合っていた。 
「懐中時計に当たったのは偶然じやないね」 

まじめな顔をしてホワードが言ぅ。 

「あの子の力が弾の弾道をねじ曲げて、懐中時計に弾を当てたね」 

「112! 

「そのとおり」 

「やはり賢人機関の報告書にあった少女といぅのは彼女……」 
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「ミス•アヤメ、また一人、キミは見つけることができたね。ミスタ ー •ヨネダも直！！ぶだろ 

う」 

しばらく呆然と懐中時計を見ていた紅蘭だったが、はっと気づいて慶美のほうに向き直 

った。 

「慶美さ……あっ……」 

そこに見たのはお互いをいたわる慶美と暁明の姿だった。 

「お義母さん、お義母さん I 

「よかった、よかった。お腹の子も無事だったし……」 

その光景を見て、紅蘭の頭の中を なんとも いぇない寂しさが覆っていた。 

(あたしの居場所やっぱりないな .) 

そんな 気持ちを 振り切る かのように紅蘭は笑った。最高に美しい笑顔だった。一筋頰を伝 
うものをともなつて。 

「紅蘭さん」 

名を呼ばれて紅蘭は振り向いた。 

あやめが微笑んで立っている。 
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「どうしてあたしの名を？」 

「あなたをずっと探していたんです」 

「ぇっ卩：」 

「北京で内戦のとき、すべての銃弾をそらした少女……」 

「あ、あの……？」 

r 突然のことで驚くかもしれないけど……あたしたちと一緒に日本に来てくださらない」 
「ぇっ!?:」 

「私たちにはあなたの力が必要なの」 

「あたしの力……？」 

あやめの目は澄んでいた。信じるに足る目だった。 

それに、 もうこ こには紅蘭の居場所はない。 

紅蘭はもう一度趙家の人々を見た。郭宣も郭英も、あのきびしかった暁明も、そして慶美 
もみんな笑っている。が、その笑顔は紅蘭に向くことはなかった。 

もう一度紅蘭は笑みを浮かべた。趙家の人々のために。別離の笑み。 

「はぃ」 

紅蘭はあやめのほうを向いて、静かにうなずいた。 






太正八年四月、紅蘭は船で神戸に到着した。 

神戸の外国人居留地にはパーシ！ホヮードの屋敷があった。日本に慣れることと、紅蘭 
たつての希望でしばらくの間、紅蘭はここで生活することになる。 

パーシ！ホヮードのもとで、紅蘭は人型蒸気と霊子力機関について勉強した。霊子力 
機関、それが人の霊力をもとに動く機関であることもそのとき知つた。 

あやめは霊力を持った人間たちを集めるため、世界放浪の旅に出た。 

太正十年十月。 

あやめは旅から戻り、その足で神戸を訪れた。もちろん、紅蘭に会うためである。 

「いやあ、あやめはん、おひさしぶりですな あ！」 

あやめを出迎えた紅蘭は、大連で会ったときとは違い、チヤィナドレスに眼鏡をかけて見 
違えるょうな姿で現れた。流暢な日本語……とは言えず、おかしな関西弁を操って。 
「どうしたの、紅蘭、その言葉？」 
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「えつ!?:うちの日本語どこかおかしいですかいな？ パ ー シ ーはん！」 

奥からパーシー •ホワードも出てくる。 

「別二、変ジャナィョネ。ゥチラノ日本語、完璧、完璧！」 

後から聞いた ところに よると、親日家のパーシーは京都、奈良、吉野 などの 古都に魅せら 
れ、神戸からよく そちらに 足を延ばして何日 も 滞在した とのことだつ た。 もちろん 紅蘭 も 一 
船に。 , 

紅蘭の日本語はそうした過程で身についてしまったものだ。 

「ホヮード、紅蘭は？」 

「一言ディエバ天オネ！モゥ、ゥチョリモナニモヵモ上ネ」 

r ぇへへ」 

紅蘭が照れくさそうに笑った。 

「でも飛行機は失敗ばかりなんですわ」 

「飛行機？」 

「うちの夢です。いつか実現したいと思つてるんです」 

あやめは満足そうに聞いていたが、やおら真剣な表情になって言った。 

「紅蘭、東京に行くわよ。帝都に」 
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紅蘭は微笑んだまま、少しうつむいて、小声でつぶやいた。 
「そこにはうちの居場所、あるかなあ？」 

「なあに？」 

「あ、いぇ、なんでもないですう。うち、がんばりますつ！」 
このと き、紅蘭の笑顔は最高に輝いていた。 
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それからおよそ四〇〇年。城は 奇しくも 最初の当主と 同じ 名前を持つ少女を受け入れてい 
た。 

一九二一年当時、八歳のイリス•シャトーブリアン。愛称、アイリスである。 

「うふふ」 

アイリスはいつものように南の廊下を一人歩いていた。 

いや、|人ではない。親友のジャンボールも一緒だ。この物言わぬ親友は、アイリスが五 
歳のときに両親から贈られたクマのぬいぐるみだつた。そのときからアイリスは片時もこの 
親友を離さず一緒にいる。 

窓から差し込む陽にブロンドの髪が輝く。目は どこまでも 澄んだように青い。「愛くるし 
い」 という 言葉が そのまま この世で姿形を得れば こうなる のではないか。 そんなこと すら 
考えて しまう。 

それなのに、それほどの美少女を前にして城の者たちの態度はどうだ。 

アイリスと すれ違つた メイ ド、使用人の男たちは皆 うやうやしく お辞儀する。だが、 どこ 
か よそよそし いのだ。瞳の奥にあるのはなにかに対しての怯え。そう、目の前の少女に対し 
て。 
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「ふふん」 

アイリスはそんな大人たちの態度を気に留めていないようだった。少なくとも表面的には。 
挨拶をしてくる大人たちに極上の笑みを返している。 

いったい大人たちが彼女に対して持つ感情の意味は p 

南の廊下の突き当たりにはこの城でアイリスが最も気に入っている部屋がある。 

中に入れば、そこは全面ガラス窓に覆われた部屋であることがわかる。部屋の中には無数 
のぬいぐるみ。外に広がるのは美しい花畑。 

「おはよう、ポール、シャルル。おはよう、アンジュー、リュネ」 

アイリスはぬいぐるみの 一つ一つに声をかけた。ジヤン ポールと同じく、どのぬいぐるみ 
もアイリスにとっては 大切な友達な の だ。 

一通りぬいぐるみに声をかけると、アイリスは窓に近寄った。 

窓の外は広い庭園になっていて、すぐ前には色とりどりの花壇がある。今は六月、日本と 
違って梅雨のないフランスでは一番過ごしやすい季節だ。花々もそれがわかっているのか、 
今を幸いにと咲き乱れていた。 

だが、アイリスはその花をそれ以上間近で見ることができなかった。見られるのはガラス 
越しのみだ。 
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部屋には外への扉がない。いや、 さらに ガラスというガラスには細い鋼線が張り巡らせて 
あつた。決して割れないようにと。それは窓ガラスを守るためというよりは、中にいる人間 
を閉じ こめる ための ものと 考えざるを得ない。 

だれかが窓を破って逃げ出すとでもいうのか？ 

「きれいなのに……」 

つまらないといつ た口調で アイリスは つぶやいた。 

「いいよ……みんな遊ぼう」 

アイリスはぬいぐるみたちのほうに向き直つた。 

「おいで、ジャンポール、それにシャルル」 

少し離れた ところに 置かれていたクマのジャンポール、さらにはその横にあつた犬のシャ 
ルルにアイリスは声をかけた。 

次の瞬間、驚いたことにその二つのぬいぐるみはふわふわと空中に浮かび上がつたではな 
ぃか。 

「アンジューもリユネもリシュリユーもフランソワも、みんなおいで」 

アイリスの声とともに次々とぬいぐるみたちが浮かび上がる。 

「みんな、グルグル回れ、回れ」 
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ぬいぐるみたちはちょうどアイリスのまわりを回るょうに飛び始めた。 

「きゃは」 

ぬいぐるみたちは生きているのか C なにかあやかしの存在なのか^: それとも—— 
「やっぱりつまんない」 

五分 ほどした ところで、不意に アイリスが 不機嫌 そうな 表情になった。 その 瞬間、ぬ 
るみたちがバ タツと 床に落ちる。唯ージヤンポールだけが アイリスの 腕に収まった。 
「だれかと遊びたい な ……。外に遊びに行きたい な…… 」 

アイリスがふたたび外を見た。 

、、、リイイイイイイイイイイイイイイン！ 

突然、窓ガラスにヒビが走る。それも全面に渡って。 

しかし、鋼線で補強されている窓ガラスは完全に割れることはない。 

「ちぇっ」 

アイリスが不満そうに口をとがらせた。 

城の大人たちを怯ぇさせていたのは、 アイリス のこの力だった。 


ぐ 
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2 

りようち きぞく 

アイリスのシヤトーブリアン家はもともとはシヤンパーニユ地方に領地を持つ貴族だった。 
実際、アイリスもシヤンパーニユ地方で生まれている。 

先祖をさかのぼれば十世紀に力ぺ一朝のもとで王を凌ぐ勢力を誇ったシヤンパーニユ伯に 

ぼうりゆうかけい 

まで行き着く。そのシヤンパーニユ伯の傍流の家系だった。とはいぇ、名門には違いない。 

シヤトーブリアン家は第三共和制下のフランスでは珍しく、貴族をはっきりと名乗ってい 
た。フランス革命、それに続く激動のナポレオン時代を見事に乗り切ったのだ。それには理 
由がある。 

革命政府を牛耳ったロベスピエールも、皇帝ナポレオンもシヤトーブリアン家の財力とョ 

は めぐ きんゆう 

丨ロッ パ 中に 張り巡らされた金融 ネットワークを 無視す ることは できなかった。十五世紀以 
来、イタリアの諸都市国家と手を結び、一大金融財閥としてのし上がったシヤトーブリアン 
家は、ハプスブルク家、ブルボン家が ョーロッ パの表の 顔と すれば、紛れもなく裏の実力者 
であった。これがシヤトーブリアン家を生き残らせた。 

むろん ちぬ とうそう とうしゆ あんさつ 

無論、血塗られたョーロッバの政治闘争の中で当主が暗殺の対象となることも珍しくない。 
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ましてや裏の世界でョーロツパを支配しているとなれば言わずもがな。けれども代々の当主 
はそれらの実力行使すらも乗り切った。.彼ら一族には不思議な力を有するものが多かった。 
予知、念動力……人智を超えたそういった能力が彼らの命を救った。が、それが"霊力，だ 
とわからなかった時代、キリスト教的観念から言えばそれは悪魔の力に他ならなかった。人 
人はその力を忌避し、一族は必死に隠し続けるょりなかった。 

それは現在においても変わることがない。 

シャトーブリアン家始まって以来の力を見せたアイリスは、それゆえ隠されねばならない 

存在だった。 

アイリスがその凄まじいまでの力を見せたのは一九一四年、ょうやく一歳になったばかり 
のことだつた。 

一九一四年八月四日、ベルギーに侵入したドイツ帝国に対し、イギリスは正式に宣戦布告 
する 

ドイツ、ォーストリア=ハンガリー対イギリス、フランス、ロシアのョーロッパ全土を卷 
き込んだ戦い-欧州大戦の始まりである。 

戦場へと向かう兵士たちは、ドイツでもフランスでもイギリスでも皆楽天的に考えていた。 
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「クリスマスまでには帰れるさ」 

わた 

しかし、これが まる 四年に亘る時間と九〇〇万人の戦死者を出す ことにな ろうとは。 
開戦と同時にドイツは戦前の、ンュリーフヱン•プラン(ドイツ前参謀総長であり、天才的 

ぐんじせんりゃくか はくしやくきと 

な軍事戦略家であるアルフレート•フォン•シユリーフェン伯爵が企図した二正面作戦で、 
ロシアが動員を完了する前に、防備の手薄なベルギーからフランス北東部を纪破し、パリを 
占領するというもの。なお、実際の作戦は参謀総長へルムート•フォン•モルトケの土！^場 
の作戦修正にょり失敗に終わった)に従い、ベルギーに侵入。ドイツ軍はフランス国境を突 
破し、最大二五〇キロの距離を蹂躪して、 パリに 迫った。 

この蹂躪された地域にシヤンパーニユ地方も含まれていた。 

じゆうげきおん ばくおん 

銃撃音と爆音の響く中、車の列は次々と発進する。 

シヤンパーニュ地方の一都市、ランス近郊の白亜の豪邸での光景だ。豪邸の主は口べール. 
ド：シヤトーブリアン。二十七歳の年若ながら、シヤトーブリアン家の当主だった。. 

口べールはシヤトーブリアン家の頂点に立つ人物だ。決して愚かではない。思慮深く、倩 

てきかく しょうがい 

勢の判断は常に的確だ。その口べールにとって生涯最大の失点と も 言って いい 出来事が この 

あま 

日に起こっていた。ドイツ軍の動員力を甘く見ていたのである。まさか、ドイツ軍がシヤン 
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たやす せま 

。ハ ーニユにこう も容易く迫つ てく るとは。 

もちろん口べ ールに も 言い訳は ある。 戦争勃発に伴い、ョー ロッパ 各地に ある シヤトーブ 
リアン家の財産0-保全、さらには新たなビジネスチヤンスへの対応などに追われていて、も 
っとも身近な危機に対する認識がおろそかになっていたのだ。 

とはいぇ、 いくら 言い訳をしたところで始まらない。 

「タッ……」 

車の中で口べールは唇をかみしめた。自らのうかつさを呪う気持ちで頭の中は満ちあふれ 
ていたが、霧の ょうに 立ち込めるその思いを必死に振り払い、 ともかく この危険から脱出す 
ることに全神経を注いだ。 

(間に合うか . 。間に合ってくれ！) 

日頃、滅多に神に祈らない口べールだが、 このと きばかりは必死に祈り続けた。 

ふと 横を見る と 妻のマルグリットが不安そうに自分のほうを見つめている。そして、妻の 
腕の中には口べールの宝物があった。ょうやく一歳になったばかりの娘——アィリスだ。 
アィリスは眠つている。 

「あなた……」 

震ぇる声で話しかけて くる. マルグリットに 口べ ールは力強く言った。 
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「大丈夫。大丈夫だから」 

妻に . といぅょりも、 それは自分に言い聞かせているかのょぅであった。 

だが、 そんな 口べ ールの 必死の思いは無惨にも打ち砕かれる。 

ドゴオオオオオオオオオオオオオ オン！ 

iirl 、 k 遞で i < r 響き、車列は大きく-れた。 

「ああ . ！」 

続いて、連なる森の中から現れる騎兵、 そして 銃を手に した 兵士の群れ。 ドィツ 兵だ。 
ズガア アン！ ズガアアアアア アン！ 

銃撃音が響きわたり、 口べ ールは思わず マルグリットとアィリスを かばって座席の上に伏 
せた。 

ガゴォン……ゴゴン…… 






車も その 場で停止する。 

「どぅした P なぜ走らない P 全速力で . 」 

「そ、それが . 」 

運転手が情けない声をあげて、前を示した。 

先頭を走っていた車が炎上していた。蒸気エンジンに運悪く弾が当たったらしい。 

「 . なんということだ」 

「あなた、後ろ！」 

「えつ!?:」 

すでに騎馬隊は寸前まで近づいていた。 


フシュゥ . ズゴン . ズゴン. 


へいき せんじよう ひとがた 

ようやく 実戦兵器と して 戦場に投入され るよう になった、人型蒸気の蒸気音も響ぃて く 


ぜつぼぅかん 

口べールの顔に絶望感が走る。馬上の兵士たちの顔が見えたのだ。開戦直後といぅこと 


る 










151 第三話 


ぁって、兵士たちの目は殺気立ち、血走っている。紳士的な交渉を望んでも不可能に近いこ 
とが見てとれた。ましてやこちらはこの時代にはまだ珍しい車に乗つている。相手はこちら 
のことを どう 思つただろう。 

『生意気なヤツだ』 

『気取りやがって』 

『きつと金持ちだ！ 捕まえて 奪つ ちまえ！』 

『殺せ、殺せ、見せしめだ！』 

戦場心理で飢えたる狼となつた兵士たちにょつて、自分たちは虐殺される - 

「マルグリット . アイリス . 」 

口べ—ルは家族のほうに向き直つた。そのまま二人を抱きしめる。 

「あなた……」 

「すまん……私のせいだ……」 

「そんなことありません」 

「マルグリット . 」 

マルグリットは アイリスの 顔を見た。 

「私は殺されてもいい……でも、せめてアイリスだけは.…：一 










「アイリス . 」 

そのとき だ。 

銃撃音や爆音の中でも平然と眠り続けていたアイリスが突然目を開け、いきなり泣き始め 
たのだ。 

オンギヤア……オンギヤア . オンギヤア . 

アイリスの泣き声が戦場に響きわたる。 

と同時に凄まじい震動がその場を襲った。 

「きやああああああああああ！」 

「ぅわあああっ！」 

ズガガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア アン！ 

なにかが崩れる音が響き、口べールたちの乗った車はひっくり返りそぅになるほどの衝撃 
を受けた。 
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摇れはどのくらい続いただろう。 

不思議なことにやはりアイリスが泣き止むと同時に、揺れはピタツと止まつた。 

「いつたいなにが . P ああつ！」 

ようやく顔を上げ、後方を振り返った口べールは我が目を疑った。 

今まで普通の地面だった所が大きく裂け、深い谷を作っていた。谷がドイツ兵と自分たち 
を大きく分けている0 
「奇跡 だ…… 」 

がくぜん 

愕然とつぶやきながら、口べールはハツと気づいたようにアイリスを見た。アイリスはす 
やすやと眠っている。激震はアイリスが起きて泣き出している間のみ起こつた。偶然でない 
とすれば、自分たち一族の持っている不思議な力——それをアイリスが発動した。 

「 . 」 

一瞬、 口べールはアイリスに空恐ろしいものを感じていた。 

「車を出せ！」 

わき起こった思いを振り払うよう(:頭を振ると、口べールは叫んだ。 

口べールたちはパリ、さらにはロワール地方へと逃れ、シャトーブリアン家は窮地を脱し 
たのだった。 
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その後、 アイリスのことは 一族の重大な関心事となった。特に一族の重鎮たち は 世間に知 
られることを 1 心れ た。やがて、 マルグリットは 反対したが、老父 ルイから も強く促され、口 
べールはアイリスを 屋敷となつたソローニユ 城から 出さない ことを 決意した。 

3 

イデォロ ギーに凝り固まった人間たちは得てして偏執的なものの考ぇ方をする。他人から 
見れば どぅに も実現不可能なことも、彼らからすれば当然成って然るべき事柄なのだ。 

そこに 陰謀の生まれる余地がある。 

ソローニユ城から少し離れたトゥールの町の古びた宿屋の一室でも、そんな類の人間が額 
をつき合わせて話し込んでいた。 

「計画は大丈夫か」 

その場にいる他のだれょりも貫禄のある、四角張った顔の男が低い声で言った。 

一同がぅなずく。室内には五人。 

彼らの前には一枚の絵図 ffi 2 があった。広い城の地図——ソローニユ城の詳細な図面だった。 
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「確かに口べールには娘がいるんだな」 

ふたたび四角張った顔の男が口を開いた。 

「間違いありません、シャルグラン様」 

そばにいた男の答ぇに、シャルグランと呼ばれた男は満足そうにうなずく。 

「決行は明日ですな。明日はシャトーブリアン伯も城にいるはずです。あわよくばシ.ャトー 

ブリアン伯の命も . 」 

「そうだ！ シャ トーブリアン 伯に 死を！」 

「共和制に死を！」 

男たちが次々にぶっそうな言葉を口にした。あくまで他の部屋に聞こぇないように。 
シャルグランが興奮する一同を制して言った。 

「諸君、シャトーブリアンに目にもの見せてくれようぞ！共和主義者に肩入れしたエセ貴 
族に正義の 刃を！そして、 ふたたびユリの花を フランス全土に！」 

「おおっ！」 

男たちは決意の表情で拳を天に突き上げた。 

ユリの花とはかつての フランス 王家、ブルボン家の紋章であった。 
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一つの凶悪な陰謀とは別に、もう一つの、他人が聞いたら失笑しそうな陰謀も発動しよう 
としていた。それは、シャトーブリアン家の ソロー ニュ城を囲む塀の一角で。 

正門から遠く離れた石積みの高い塀の前に三人の少年が座り込んでいた。夜だというのに 
彼らは動く気配がない。というよりも、どうやら彼らはここで夜を明かすつもりらしい。 

少年の年齢は八歳、十二歳、十七歳といったところか。顔つきが似ているところから兄弟 
と思つて間違いな さそう だつた。 

「兄ちゃん、腹減った……」 

一番年下の少年が一番年かさの少年を見て言う。 

「ォレも . 」 

中の少年も同じく言う。 

「ジャン、■ジョルジュ、我慢しろ！明日に なり ゃ、その辺の畑でなんか食ぇるもん見っけ 
るから さ！ | 

少し怒ったような口調で一番年かさの少年が言った。 

少年たちの名は下からジャン•ドレ、ジョルジュ•ドレ、ジャック•ドレと言った。三兄 
弟である。彼らは戦災孤児だった。 

»:?州大戦は彼らのような戦災孤児を多数生み出した。七〇〇〇万人の兵士が戦い合い、 
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九〇〇万人の戦死者を出し、負傷者に至ってはさらにその何倍 . 。これほどの戦争の傷跡 

は戦後二、三年ではまだまだ癒えそうにない。彼らの ような 戦災孤児だけでなく、普通の家 
族で もちやんとした 家に住めない人間が 数多くいた のだ。 

彼らはパリから流れ流れてロワールまでやってきた。理由は簡単だ。パリに人が大勢流入 
し、彼らのねぐらが大人たちに奪われ、飯もまと もに 食えない ようになつ たからだ。 

生きていく場所を求めて彼らは彷徨っていた。 このソロ ーニュ城の塀の前にいたのはまっ 
たく偶然だった。 

「でかい家だね、兄ちやん」 

ジャンが塀の向こうにそびえたつ城の塔を見上げて言った。 

「バカ、家じやねえよ。城だよ！ほら、ルーブルとかと一緒さ」 

得意げにジョルジュが言う。 

「ふ〜ん . 」 

ジャンは感心したようにすぐ上の兄の言葉を聞いていた。 

その 間、ジャック もまた 黙って ソロー ニ ユ 城を見つめて いた。 昼間、 近くの人間に聞いた 
ところによれば シヤトーブ リアンとかいう 想像 もできないほどの金持ちが暮らしているとい 
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「中の住んでいる人はきつとおいしいものを食べてるんだろうな」 

「だよな」 

ジャンとジョルジュの話はどうしても食べ物のほうにいく。 

が、ジャツクは違った。 

「この中の連中から金を巻き上げる方法はねえかな……？」 

ポツリとジャツクがつぶやく。 

「えっ？」 

長兄がなにを言ったかよくわからず、二人の弟は振り返った。 

「この中の連中から金をとるにはどうしたらいいか P 」 

ジ ャンと ジョルジュにたずねる というよりも、 自問自答の口ぶりで、ジャツク はもう 一度 
同じ ことを 言つた。 

「お金が余ってるかもしれないから、くださいって言えばくれるかも」 

「バカ、それじやあだめさ！なんかさ、簡単な仕事でもさせてもらおうか？ 皿洗いでも、 
なんでも」 

ジ ャンと ジョルジュが答えるのを案の{毛ジャツクは聞いていなかった。なにごとか考え込 
んでいたが、やおら顔を上げて言った。 
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r 置……」 

「ぇっ？」 

驚ぃたように二人の弟は兄の顔を見る。八歳のジャンでも誘拐の意味は理解していた。 
「誘拐って悪いことでしよ」 

ジャンが恐る恐るジャックに話しかけた。 

「まあな . 」 

「そういうことやつちやいけないんじや . | 

ジョルジュも不安そうな顔つきでジャックに言う。二人は知ってぃたのだ。この長兄がや 
ると 言つたら本当にやつて しまうことを。 

「バカ！ いいんだ よ！ ォレたちみたいなかわいそうな 人間が や るんだ！神様 だって 許 
してくれらあ！ - 
「で、でも . 」 

「誘拐するったってだれを……？」 

「ここんちだって子供くらいいるだろ。子供だよ、子供！ガキ！」 

「で、でも . 」 

「そういうことはやつぱり . 」 
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r ジャン、腹一杯食いたいだろ」 

「う、う A I 

「ジャック、 ち やん とした 家に住みたいだろ」 

「そりやそうだけど」 

「だったら決まりだ！ォレは誘拐をする！この家のガキを誘拐して、ォレたちは金持ち 
になるんだ！」 

いささか不謹慎な夢を語りながら、ジャックは目を輝かせた。 

ジ ャンと ジョルジュは不安そう に 顔を見合わせるばかりだった。 

4 

アィリスには 予感があった。 その 日、自分になにか大きな出来事が起こるという。 

今のアィリスにとって希望はたった一つ。それは外に遊びに行くこと だ。 

頼めばどんなものだって聞いてくれる父親も、ただ一つ外に遊びに行くことだけは許して 
くれなかった。母親に至っては泣きそうな表情になってしまう。 

泣き、わめき、ただをこね、力をつかいまくり . そんな ことを 繰り返してもどうしても 
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外に出して もらぇな かった。 

五歳になって、自分が外に出られない理由が自分の持つ力のせいだと ようやく わかった。 
それが普通の人間にはないものだと知ったのもこのころである。 

子供の心は敏感だ。使用人たちの目にどこか怯ぇがある こと もアイリスは気づいていた。 
そして、それがやはりこの力のせいである こと も。 

やがてアイリスは外に出たいと言わなくな◊た。 

もちろん外に出たいという気持ちは前よりも強くなっていたが、それ以上に人から疎まれ 
るのが怖かったのだ。 

「アイリス . ひとり ぼっちなんだ」 

どうしようもない孤独感を幼い心は感じていた。 

両親はアイリスの力のことなど気にもせず扱ってくれる。けれど、違うのだ。アイリスと 
は別の人間だ。自分とは違い、外に自由に出て、だれからも疎まれることのない人間なのだ。 
「遊びに行きたいな……。だれかと外に遊びに行きたいな」 

その思いがかなうかもしれない-そんな予感がアイリスにはあった。 




その日、口べール•ド•シャトーブリアンは居城ソローニユ城で美しい女性の訪問を受け 
ていた。 

口べールの前のソファに腰を下ろした女性は、東洋的な顔立ちながら、フランス人的な感 
覚からしても 十分美しいと 認められる。 

彼女は「藤枝あやめ」と名乗った。 

シャトーブリアン家の頂点に立つ口べールが東洋の一女性の訪問をなぜ許したのか。それ 
はある筋からの強力な紹介があったからである。彼女もまた、ョーロッパの裏の顔を知って 
いるよう であつた。 

こうえい 

「あなたのような美しい女性に我が城に来てもらえるとは光栄です、マドモアゼル」 

じ上*っず 

「お上手ですわね、 ムッ シユ」 

りゆうちよう つむ ほほえ 

あやめの口から流暢なフランス語が紡ぎ出され、そのままニッコリと微笑んだ。 

とうしゆ 

人を引き込んで しまい そうな微笑み。さすがのシャトーブリアン家当主 も 思わず見とれた 
ように視線を動かせなくなる。 
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「どうしましたか？ I 
微笑んだままあやめが言う。 

「あ、いや . 東洋の神秘を垣間見たような気持ちになりました。美しさとは素晴らしいも 

のですな」 

「 . 美しさは時に人をだまします。ムツシユ、私の心に もしも とんでもない悪魔が住んで 

いたとしたら、あなたは一目で見抜かれますか？」 

「さあ . 私は美しさに見とれたまま、その悪魔の虜になつてし まう ことで しよう」 

あくまで ゥィットに 富んだ会話を口べールは続けた。お互いにまだ手の内を見せない。あ 
やめの訪問の目的がなんなのか。相手が切り出さない以上、口べ—ルのほうから切り出せば 
交渉はあやめに有利に進む可能性もある。そのあたりの駆け引きは裏の金融界で十分学んで 
いる。 

不意にあやめは立ち上がって、窓に近づいた。 

窓の外には南の庭園が広がっている。そして、あのアィリスお気に入りの南の長い廊下も 
見える。 

「このお城はとても美しいですわ。私の国のどの城よりも」 

「ありがとう、マドモアゼル」 
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「あまりに 美しいので、その裏に隠された ことに 気づかないほど」 

突如、部屋の空気が凍りついた。 

険しい表情となつた口べールがあやめを見つめる。あやめはまだ背を向けたままだ。 

「あの南の廊下……なぜ ああまで 頑丈な造りになつてますの？ まるで だれかを閉じこめて 
いるかの ように」 

あやめの一言が口べールの心に鋭い 刃と なって襲いかかった。 


「ねえ、 ムツシユ」 

あやめが振り向いた。顔に浮かぶのは東洋的な笑み——が、今度はとてつもなく挑発的に 
見えた。 

「あなたの目的は . ？」 

激昂し そぅになる 自分を 口べ ールは必死に抑えつけていた。相手の ぺースに 乗せられたら 
負けなのだ。 

「賢人機関から聞きました。あなたの娘、ィリス•シヤトーブリアンのことを」 

「！」 

アィリスの 名が出たとき、ついに 口べー ルは激しい感情を顔に出していた。おまえはいつ 
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たいなにが言いたいのだ——と。 

"賢人機関"——それが口べールにあやめを会わせた組織だった。その意向はシャトーブリ 
アン家と しても 無視できない。 

「賢人機関とあなたがどぅいぅ関係なのかは知らない。しかし、アィリスのことはそつとし 
ておいてほしい！」 

「認められましたね」 

「 . ！」 

思わず 口べ ールは舌打ちをした。 口べー ルの負けだつた。 あくまでと ぼけるふりを して 相 
手を追い返すことすらできたのだ。挑発的な態度をとるあやめのぺースにまんまと乗せられ 
てしまつた 一瞬だつた。 
r シャトーブリアン伯」 

あやめは真剣な表情になっていた。さっきまでの挑発的な態度など微塵もない。真摯で切 
ぎな顔つきだ。 

「私たちはどうしてもあなたの娘さん……アイリスさんの力が必要なのです」 


「世界的な情報網を持つシャト—ブリアン家ならもぅ知つているでしょぅ。霊力のことを一 
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r . 知つている。私たちの一族の中にそれを発現する者が生まれてくる こと も」 

「そしてアイリスさんはとてつもなく巨大な力を持つて生まれた」 


「賢人機関のほうで一九一四年のシヤンパーニユでの事件は調べました。ドイツ軍の進撃を 
止めた怒涛の力……」 

「やめて くれつ！ 」 

口べールが大声で叫んだ。冷静沈着を旨とする口べールからすれば極めて珍しいことだっ 
た。 

「アイリスには触れないでくれ！アイリスは 私の 宝物だ！アイリスは 私の すべてだ！」 
「しかし、あなたはその宝物を閉じこめ、隠しています！」 

あやめも強い口調で言った。あやめにとっても今が正念場だった。 

「遊び盛りの子供を外に行けない ょうな 生活をさせる。彼女はそれで本当に幸せで しょう か？ 
シヤトーブ リアン 家の力を使ぇば彼女が手に入れられないものはない。たった一つ、自由を 
のぞいて」 

「う . 」 

「なぜです？ 八歳の子供にとつて最もつらいことを . なぜそんなことをするのですけ：」 
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「それは . 」 

「人々が平和に暮らすためにもアィリスさんの力は絶対に必要です。だからこそ賢人機関も 
私たちに協力してくれています。そしてこれはアィリスさんのために もなる のです！」 
r ……あなたはいったい何者だ？」 

「やがて日本で発足する"帝國華撃団"の副司令、藤枝あやめ」 


「アイリスさんを日本の私たちのもと(:預けて ください！ 日本ならアイリスさんの自由が 
あります。なぜなら、帝國華撃団の隊員たちは皆、アイリスさんのょぅに強い霊力を持つ者 
たちだから」 

「ぇっ . !?:」 

「アイリスさんの気持ちがわかるから . 。仲間とともにいればアイリスさんが隠れ住む必 

要はありません！ムツシユ、シヤト—ブリアン伯 . 人々の安らぎのために！そして、 

アイリスさんの自由のために！」 

あやめはまっすぐ口べールを見つめてくる。口べールにもあやめの必死な思いがわかった0 

だが、だからといつて- 

「私はアイリスを . 」 
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その^た 

ズガガァァァァァァァァァァァァァ ァン！ 

突然、爆音が響きわたり、城内が大きく揺れた。 

衝撃で、あやめも口べールも床に倒れ込む。 

「なんだ P 」 

「これは . !?:」 

二人は起き上がり、窓に近づいた。 

城の一角から煙が立ち上り、完全武装の兵士たちが侵入してくるのが見ぇた。 

6 

爆薬を使って、極めて強引な方法でソローニユ城に侵入したのは、あの宿屋で陰謀を話し 
ていたグループ——シャルグランたちだった。 

一狙ぅは娘と……シャトーブリアン伯口べールの命だ！」 
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もちろん、シャトーブリアン家にもボディガードたちはいたが、武装が違いすぎた。シャ 
ルグランたちは爆弾を投げつけ、強引に突き進む。 

ズガアアアアア アン！ ドゴオオオオオオオオオオオ オン！ 

爆音と銃撃音で城内はパニックになっていた。そのパニックの中をシャルグランたちは奥 
へと 向かつていた。 

パニックになっていたのは城内だけではない。 

塀の外で城の中をうかがっていたドレ三兄弟も爆音でパニックになっていた。 

一番下のジャンは覚ぇていなかったが、ジョルジュ、そしてジャックに至ってははっきり 
とした記憶があった。あの欧州大戦のときの記憶が。 

彼らは欧州大戦が始まる直前の頃、フランス北西部、大西洋に近いフランドル地方にいた 
のだ。やがて開戦。迫ってくるドイツ軍兵士。興奮した兵士たちによる虐殺—— 

両親は殺されたが、兄弟たちは瓦礫の中に身を潜めて ようやく 助かった。ジャンが泣き出 
さないように必死になって口を押さぇていたことをジャツクは今でも思い出す。 
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「わ、わ、わ . ！」 

「兄ちやん . ！」 

三人はガクガクと身体を震わせ、立ちすくんでしまっていた。 

爆音を アイリスは 不思議な思いで聞いていた。 

もちろん 不安感はある。が、これが自分の新たな運命を切り開く始まりだといぅ漠然とし 
た思いもあるのだ。 

その日も アイリスは お気に入りの南の部屋にいたが、 そこを 抜け出した。 

「あっち……」 

自分の頭に浮かぶイメージのまま、アイリスは歩き出した。もちろん、ジャンポールを連 
れて。 

シャルグランたちは確実に目的地に近づいていた。 

城の内部は何度.かの打ち合わせで徹底的に理解している。そこまで城の中を調べ上げたの 
はシャルグランの部下の一人だった。彼は一年以上、この城の使用人になりすましていた。 
シャルグランは一隊を率いて、 口べ ールの執務室に向かっていた。別の一隊がシャ ト— ブ 
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リアン 家の一人娘、 ィリス•シャト^ —ブリアン-アィリスを捕らぇに向かっている。 

「ここ だ！」 

シャルグランは叫ぶやいなや、ドアを蹴破った。 

バンク！ 

そのまま 室内に飛び込み、持っていた銃を乱射する。 

ズガガガガガガガガガガガガァ ァン！ 

室内に今日口べ ール がいる ことは わかっている。 もし いれば、これで口べ ール •ド•シャ 
トーブリアン 伯の命は この 世から消ぇている ことは 間違いなかった。 

口べ ールはいた。シャル グランの視界に はっきりと 映っている。 ただし、 無傷の ままで。 
「なにつ!?:」 

口べールの前に女がいた。髪の長い東洋系の女-あやめだ。そして、銃の弾はすべてあ 

やめの前の床に落ちていた。 
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「バカな！」 

ズガガガガガガガガガガガガガガガガッ！ 

ふたたびシャルグランと部下たちは銃を撃った。今度こそ確実に口べールを狙って。 

だが、あやめと口べールのまわりには、まるで透明な壁があるかのように、すべて弾がは 
じかれてしまう。 

「なんだと C 」 

信じられないといった顔つきでシャルグランが立ちすくんだとき、シャトーブリアン伯の 
声が響いた。 

「おまぇはシャルグラン！エティエンヌ•シャルグラン！」 

「ちっ！」 

その声に我に返ったシャルグランはふたたび銃を構ぇようとした。 

が、それよりも早く疾風のごとくなにかが動いた。 

ジヤキイイイイイイイイイイイイイン！ 
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白刃が舞ぅ。 

シャルグランの銃は銃身の真ん中で真っ二つに斬られていた。続いて、部下たちの銃も。 
「なにつ C 」 

あやめの剣だ。 

隠し持っていたあやめの懐剣がものの見事に鉄の銃身を斬り裂いたのだ。 

「は ぁっ！」 

さらに電光石火のごとくあやめが動く。 

近くにいた男の襟首をつかまぇて、 そのまま 円を描いて床に叩きつけた。円の動き-合 

あやめは大藤流合気柔術の使い手だった。 

「ゃっ！」 

男たちはあやめのその動きについていけなかった。シャルグランをのぞく他の男たちはす 
ベてあやめの手にょって床の上で大の字に転がった。 

口べールがシャルグランをにらみつける。 

「シャルグラン、貴様！」 
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「口べ ール！ おまえら シャトーブ リアン 家さえなければ、先の大戦でフランスは負けてい 
た。そして、無能な共和制に代わって、このフランスには栄光のユリの花が咲き乱れていた 
はずだったのに！」 

ひとしきり 叫ぶと、シャルグランは懐から黒い塊を取り出した。 

「危ない！」 

あやめが叫び、口べールに向かって飛ぶ。 

「死ね、口べール！」 

シャルグランが塊を 口べ ールに向かって投げるや否や、廊下に飛び出した。 

ドガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！ 

室内を大爆発が包み込んだ。 

7 

廊下を歩くアィリスの前に銃を構えた男たちが次々と飛び出してきた。 
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アイリスは 怯えた ふうもな く、 キョトンとした 表情で それを見ている。 

「おじさんたち、だれ？」 

男たちは殺気立っていた。激しい口調で アイリスを 詰問す るよう に叫ぶ。 

「イリス•シャトーブリアンか!?こ 
だが、アイリスはそれでも男たちを怖がらなかった。 

「そう。アイリスだよ。おじさんたち、アイリスと遊んでくれるの？」 

男たちは アイリスの 言葉を聞いていなかった。 

「捕まえろ！ | 

男たちの一人が叫び、いきなりアイリスに飛びかかってくる。 

「やぁん」 

アイリスは するりと 男をかわした。 

男には アイリスが 素早い動きで走ったと見えただろう。しかし、 アイリスの 足は床につい 
ていなかった。例の力を使って アイリスは 自分の身体を飛ばした の だ。 

「鬼さん、こちら！ アイリスはこつち だよ！」 

アイリスはうれしそうに駆けていく。 

男の一人が銃を構えるが、別の一人に止められた。 
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「バカ、 やめろ！ 大切な人質 だ！」 

慌てて男たちはアィリスのあとを追つた。 

綴齡のぎ加 W 凄まじいものだった。 > 

瀟酿なシャトーブリアン伯の執務室は見るも無惨な状態になっている。花瓶や壺などの陶 
器製のものはすべて割れ、窓ガラスも一枚も残っていない。木製のものは折れ、または黒こ 
げ になり、 机や ソファ も吹き飛んでいる。床に倒れたシャルグランの部下たちも血を流して 
重傷だ。 

そんな 状況の中で もシャ トーブリアン伯 口べールと あやめは無事だった。ふたりを無傷 
で保ったのはただ一つ、あやめのあの不思議な力だった。 

「マドモアゼル、あやめ……あなたのその力はアイリスと . 」 


あやめは静かにうなずいた。 

「私もアイリスさんと同じ霊力の持ち主です。 
りです| 


だから、アィリスさんの気持ちはわかるつも 
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「シヤトーブ リアン 伯、 もう 一度 アイリスさんのことを 考えて ください。アイリスさんを 私 

あず 

に預けてください」 


口べールは無言だった。だが、前よりもいくらかは好意的にはなっていた。あやめを見つ 
める 柔和な顔がそれを物語っている。 

そこへ、執事と思われる身なりの男が数人の護衛の男たちと飛び込んできた。 

「旦那様！旦那様！ご無事ですか 

執事は部屋に入り、口べールがしつかりと立つているのを見ると、安心したようにへなへ 
なと座•り込んでしまつた。 

「よかった、旦那様…：♦•」 

「ミシェル、私は大丈夫だ。 それよりも やつは どうした !?: シャルグランは？」 
「シャルグラン……？」 

「そうだ！」 

「い、いぇ……だれにも会いませんでしたが」 

「そうか . 」 

考ぇ込むふうの口べールに対して、あやめが口を開いた。 
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「あの男を知っているのですか？」 

「ああ……。エティエンヌ•シャルグラン。狂信的な王党派集団〃白旗党"の大幹部だ」 

王党派——フランス革命以前の国王を抱く政治形態を目指す者たちを称して言う。 

フランスではナポレオン帝政の後、王政復古が起こった。亡命していたルイ十八世がパリ 
に入場し、革命以前の アナクロニズムな 儀式が次々と復活したのである。 この 王政は次のシ 
ャルル十世まで続き、そこで民衆によって七月革命が起こる。民衆が選んだのはオルレアン 
家のルイ •フィ リップであった。が、この七月王政も長くは続かず、その後第二共和制、さ 
らにはナポレオン三世による第二帝政へとフランスは進んでいく。 

シヤルグランたち"白旗党"の求めているのは、これらの時期の不安定な王政でなく、フ 
ランス革命以前の強力な王政だった。 

ちなみに白旗とはブルボン王家の旗である。現在でもフランスの国旗——赤、白、青の三 
色旗の白はこの王家の白であるという。 

「彼と私はソルボンヌの同期生だった。在学中から彼は私のことを敵視していた。裏切り者 
とね。彼は今は落ちぶれてしまったが、名門を誇った大貴族の家柄だったんだ」 

「かつての栄光を王政復古によって取り戻したいというわけですね . 」 

「それがいかに今の時代とかけ離れているかわかっていない……。哀れな……」 
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どこ 力憐れみの こもつ たつぶやきをロペ^ —ル かもらしたと きた。 

今度は美しい女性がドアから姿を見せた。 

透き通る ょうな 清楚な女性——シャトーブリアン伯の妻のマルグリットだった。 

「ぉぉ、マルグリット」 

「あなた……あなた……」 

マルグリットの顔は真っ青で今にも倒れんばかりだった。自宅が襲撃された—— という だ 
けでは なさそう だ。 

すぐに口べールもそれに気づき、表情を一変させて口を開いた。 

「なにかあったのか？」 

「アィリスが . アィリスがどこにもいないんです！」 

「なんだって P 」 

口べールも、あやめも、その場にいた全員の間に衝撃が走った。 

8 

その少女は空から降ってきた- という 表現がぴったりだった。 
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爆音も銃撃音も止んで、ようやくドレ三兄弟が落ち着きを取り戻したときだ。 

ドシイイイイイ イン！ 

「うわっ？•」 

「兄ちやん！」 

塀の向こうからジャックの上にいきなり女の子が落っこちてきたのだ。 

「きやは は！ ごめんなさい！」 

降ってきた少女-アイリスが笑顔で言った。 

兄のことを心配していたジャンとジョルジュは、一瞬兄のことを忘れ、ポカンと口を開 
いたままアイリスを見つめていた。まるで人形のような、自分たちとは異質な、清# T て上品 
な存在に心を奪われたように。 

「おい！どいてくれ！」 

ジャックの声にジャンとジョルジュは我に返った。 

「ど、どいて くれよ！ 下にいるのは兄ちやんなんだ」 

「うん」 
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アイリス もジャツクの背中から飛び退いた。 

「いてえ……。なんなんだ、いったい……」 

ぶつくさ言いながら起き上がつたジャツクも、弟たちと同じように一瞬ポカンとアイリス 
に目を奪われた。 

アイリスがニツ コリと 笑みを浮かべてジャツクの顔をのぞき込んでいた。 

「お兄ちやんたち、だあれ？」 

天使の微笑み —— 

三人の兄弟はまるで魔法にかかったように呆然としやべっていく。 

「オレ、ジャン」 
r ォレはジョルジュ」 
r ジ、ジャツクだ」 

「ふう〜ん、ジャンにジョルジュにジャツク . 。えへつ、お兄ちやんたち、よろしくね」 

ふたたびアイリスが笑みを浮かべた。 

そのあとは、もうアイリスの独演場だ。呆然とした兄弟を前にアイツスは一方的にしやべ 
り まる。 

「アイリスねえ、ずっと外に出てみたかったんだ！でもねえ、パパもママも絶対に出ちや 
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だめって言うの。でね、でね、アイリスずっと我慢してたんだけど才……今日、変なおじさ 
んたちが来て、鬼ごっこしてる間に外に出られちやったんだよ。なんでかアイリス知らない 
けど、壁とか壊れてたの。それでね、アイリスね……」 

アイリスの話はまだまだ続く。が、 このと きにはジャツクは気づいていた。 

怪訝な顔でジャツクが口を開く。 

「おまぇ、ここんちの子か？」 

「うん、そうだよ」 

返事を聞くや否や、ジャツクが叫んだ。 
r ジャン、ジョルジュ、捕まぇろ！」 

けれど、二人の弟たちは未だに魂が抜けたように呆然としたままだ。 

そつこの才▼•」 

ジャツクがアイリスに飛びかかった。 

「きやっ！ | 

見事にジャツクめ腕はアイリスの身体を抱きしめている。 

「やったぜ！これで金が……」 

「なにすん のよ！」. 
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アィリスが怒った顔つきで叫んだ。 

ドオオオオオオオオオオオオオオンー. 

「うわあああっ！」 

ジャックの身体が大きく吹き飛ぶ。 

「兄ちやん P 」 

なにが起こったのかという顔つきでジャンとジョルジュがジャツクを見た。ジャツクも一 
人と同じ顔をしている。 

「女の子に対して失礼ょ！」 

なおも不機嫌な声でアィリスが言った。 

ヒユン！ ヒユン！ ヒユン！ 

「うわあああああつ！」 

「や、やめてくれ！」 
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アイリスの まわりの 石が浮かび上がり、それが兄弟たちに降ってくる。 

必死で石をょけながら、兄弟たちはそれをアイリスが起こしていることを知つた。 

そして出てしまつたの だ。 ジャツクの口から。その刺激的な一言が。 

「あ、悪魔 だ！ 化け物 だ！」 

「え……」 

ピ タツと 石の攻撃が止まる。空中にあった石もすベて地面に落ちた。 

アイリスは悲しそうな表情でジャツクを見ていた。ジャツクは怯えたょうな顔つきになっ 
ている。ジョルジュも同じ だ。 

「あ……」 

アイリスは今にも泣き出しそうな顔つきに変わっていた。「化け物」と呼ばれたことがこ 
の少女をどれだけ傷つけたか。それはアイリスが恐れていた、絶対に言われたくない言葉だ 

った。 

「お兄ちゃんたちも違うんだね……」 

アイリスは寂しそうにつぶやいた。 

ジャツクとジョルジュは怯えた表情の ままな にも言わない。 

「行こう、ジャンポール」 






185 第三話 


ジ ヤンポ ールを 抱きしめ、 アイリスは 歩き 出そうと した。が、 その 歩みが止まる。 

「すごい、すごい よ！」 

ジャンが 目を 輝かせて、興奮した ように 叫んでいた。 

「.すごいなあ、 おまえ！もう 一 回 や つてよ！ かつこい い！」 

「えっ卩：」 

アイリスは驚いてジヤンを見た。 

ジヤンは真剣に興奮し、感心している。アイリスの力をうらやましがつている。 

「オレもやつてみたい！どうやつたらできるの？ ねえ！」 

ようやくアイリスの顔に笑みが戻る。 

「なんか他の人はできないみたいなの。 アイリス だけ」 

「いいな、いいな」 

r えへっ」 

同じ歳くらいの子供の会話を聞きながら、ジャックもジョルジュもようやく警戒心を解き 
始めた。 

「おまえ、今からどうするの？」 

「アイリスねえ、パリに行ってみたいの」 
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「パリに？」 

「うん」 

「パリならオレたちくわしいから案内してやる よ！」 

「ホント？•」 

「いいよね、兄ちやん」 

「あ、ああ……」 

ジャンの元気な声に気圧されたように、ジャックとジョルジュはうなずいた。 

「やった あ一っ！」 

アィリスはジャンボールを高く突き上げて、全身で喜びを表現していた。もう悲しみの表 
情は微塵もなかつた。 

ソロ ーニュ城から少し離れた森の一角で、シャルグランがいらついたように叫んでいた。 
「まだか P 娘はまだ見つからないのか C 」 

「確かにこつちに来て……」 

そのとき、一群の男たちが駆けてくる。 

「見つけました！ 変なガキ どもと 一緒にい るところを！」 
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パリには国鉄のターミナル 駅が 六つある。 北駅、東駅、 サン•ラ ザー ル 駅、 モンパルナス 
駅、ォーステルリッツ駅、リヨン駅の六つで、パリッ子たちはそれぞれの目的地別に駅を 利 
用す る。 すなわち、ノルマンデイなどの北部へ向かう ときは 北駅。アルザスやドイツに向か 
うときは 東 駅。フランス中西部へはサン•ラザール 駅。 ブルターニュ地方へはモンパルナス 
駅。ロワールなどのフランス南西部へはオーステルリッツ駅。そしてマルセイユやイタリア 
に向かう ときは リヨン駅 . という 具合にである。 

一九二一年六月十八日。この日、奇妙な四人組がォーステルリッツ駅に降り立った。妙に 
ビクビクした様子の年長の少年以外はいずれも十歳前後の子供ばかりだった。 

行き交う人々は、その中のただ一人の少女に目を奪われた？気品あふれる愛くるしさ。金 
髪でブルーの瞳。手にはクマのぬいぐるみを抱ぇている。それでなくとも目立つのに、残り 
の三人のみすぼらしい身なりが彼女をますます引き立て人々の瞳に映し込む。 

「うふふ」 

少女が軽やかに笑った。 
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彼女を じっと 見つめていた人々の間から ホウとタメ 息がもれる。 そのスター 性は天性のも 
の。 

そう、イリス • シ ャトー ブリアン- 愛称 アイリスで ある。 

アイリスのあまりの注目されょうに一緒にいるドレ三兄弟の長男ジャツクは気が気ではな 
かった。目立ちすぎては計画に支障をきたす、と。 

ジャツクはまだアイリスを利用してシャトーブリアン家から身代金をとることをあきらめ 
ていなかった。 もっとも 計画といっても、シャトーブリアン家にどう接触するかも考ぇてい 
ない。第一、このパリまで来てしまったことだつて、アイリスに引っ張られて —— というほ 
うが正しい。うやむやのうちにいつの間にか来てしまっていたの だ。 

「い、行くぞ」 

ジャツクは二人の弟とアイリスを促して、その場を去ろうとした。 

力- 

「やだ」 

アイリスの答ぇは 短く、 そして強固なものだった。人々の好意的な好奇の目はアイリスに 
とって心地ょいものだ。というの も、 今までソローニユ城の中でのアイリスへの視線は、 敬 
いはあっても好意はなかった。底にあるのは恐れのみ。もうしばらく好意の視線の中に浸っ 
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ていたいと思うのは無理からぬことであつたろう。 

「やだつて、おまえな . 」 

「やなものは、 や！」 

「と、 とも か-行^^ぞ 一 •」 

「ゃだ ぁ！」 

。： T シイイイイイイイイイイイイイン！ 

突如、駅構内にあったガラスが砕け散った。 

「ひっ！」 

動揺が周囲に広がる。人々はなにが起こったのか瞬時には理解していなかった。だが、 
らは感じたのだ。強烈な感情を。「いやだ」という拒絶の想いを。 

「やだってば、やだっ！」 

、、ハシ イツ！ 、、ハシ イイイツ！ ベシ イイイイイイイイイツ！ 


彼 
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アイリスの叫びとともに、周囲の物が次々と弾けていく。窓ガラス、ベンチ、街灯、掲示 

M ……。 

「アイリス、まだここにいるの！」 

ベゴオオオオオオオオオオン！ 

ついに停まってぃた列車から大きな音が出て、車体が大きく傾いだ。見れば、車輪がはず 
れ、脱線してしまつている。 

「ぁ……」 

ょぅやくアイリスが 平静 さを 取り戻した ときには、アイリスのまわりからは三 兄弟以外 だ 
れもいなくなつていた。人々はいきなり起こつ た 怪異な出来事(:驚いて逃げて しまつたの だ。 

r . つまんない。行こぅ、ジャンボール」. 

ジャンポールを抱いたまま、アイリスは歩き出した。 

呆然と立ちつくしていた三兄弟は慌ててアイリスのあとを追つた。 

壊れた列車の陰から二人の男が啞然とした表情でアイリスたちの後ろ姿を見つめていた。 
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「なんだ、あれは…… P 」 

「確かにあの娘が……」 

二人は顔を見合わせて、しばし呆然としていたが、やがてハッと気づいたょうに列車の陰 
から飛び出した。 

「俺はあいつらを 追う！ おまぇはシャルグラン様に連絡を！」 

「わかった！」 

二人の男はそれぞれ別の方向に駆け出していった。 

〇 

フランスを代表するファッション•デザィナーであるガブリエル•シャネル - 通称 ココ. 

シャネルは一八八三年、ロワール河畔のソミユールで生まれた。 

母親が早くに死に、孤児院で育てられたという過去を持つ。お針子や旅回りの歌手など、 
苦しい青春時代を過ごした彼女の転機はやはり一九一四年からの欧州大戦であった。 

欧州大戦の間、男を戦場にとられた職場では代わりに女性が進出し、彼女たちは動きやす 
い服を求めていた。その欲求に応ぇたデザィンをシャネルはいち早く発表し、一九二〇年、 
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三十七歳のときにカンボン通りに店を開いた。 

社会に進出し始めた女性たちにシャネルの服は圧倒的な支持を受ける。シャネ■ルはそれだ 
けにはあきたらず、一九二一年にはデザイナーとして初めて香りのデザインを手がけた。.名 
高いシャネル 『 No . 5』の登場である。 

「アイリス、ここに来たかったの」 

アイリスと ドレ三兄弟の前には高級そうなブティックが建っている。 

ォーステル リッツ 駅からセーヌ川にそって西へと向かい、橋を渡ってコンコルド広場を通 
り抜ける。マドレトヌ寺院を左手に見ながら東に少し行くと、そこにカンボン通りがある。 
そして、 フランス 司法省の前にその店はあった。 

ココ•シャネルの 店 『ch an el 』。 

「アイリスねぇ、ママがつけていた香水を買うんだ！」 

「お、おぃ！」 

楽々 と 店内に入っ ていこうとするアイリスに ジャックは焦っ たょうに 声をあげた。 

「兄ちやん、 ここ . 」 

「ああ……」 
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ジヤンとジョルジユは不安そう にアイリスと ジャックの背中を見つめている。 

ドレ兄弟はすでにその外観からして気圧されていた。貧富の差が激しかったこの時代、高 

級感を漂わせる店の敷居はどん底に位置するドレ兄弟たちのような人間にとって天よりも高 
、〇 

が、アイリスにはそういつた認識はない。もちろん、そこにはアイリスがもともとこの国 
でも頂点に近い家に生まれた という こともあるが、そういつた感情そのものが欠如して いる 
のだ。 

かつて、フランス革命でギロチンにかけられた悲劇の王妃マリー•アントワネットは、パ 
ンを求める民衆の# , 動を聞いて、つぶやいた。 

「パンがないのならばお菓子を食べればいいのに」 

これを聞いた民衆側は王妃の傲慢さに怒ったというが、果たして本当にマリーアントワネ 
ットは傲慢だったのだろうか。王妃は民衆をあざけるためにそのような言葉を吐いたのだろ 
うか。 

いや、そうではないだろう。当時のフランス王宮は財政的に危機に瀕していたとはいぇ、 
王家の食事が質素になつたということはない。マリー•アントワネットにとつては、もしパ 
ンがなければお菓子があるというのは彼女の現実だったのだ。それ以外の状況が彼女の前 
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に現出したことはない。少な.くともその時点まででは。彼女にとっては素直な疑問だったに 
違いない。 

「なぜお菓子を食べないのかしら？ パンがなくなってもお菓子がぁるのに」 

民衆の実状をいっさい知らない彼女にとって、それは純粋無垢な思いだった。しかし、時 
代はそれを許さなかった—— 

閑話休題。 

ドレ兄弟にとって大胆に見ぇるアイリスの行動は、アイリスからすれば至極自然なそれで 
ぁった。 

バタン…… 

アイリスは 店内に入った。 

「ま、待てょ！」 

「兄ちやん！」 

アイリスを 追いかけて、勢いでドレ兄弟たちも店の中に足を踏み入れて しまって いる。 

「 . 1?:」 
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何人かの店員がいっせいにアイリスたちのほうを見た。 


ドレ兄弟は感じていた。彼らの顔に徐々に不愉快そうな表情が浮かぶのを。彼らの目から 
放たれ、兄弟に向かってくる視線——それは今までにも何度も経験したことだった。食べ物 
を探してこの町を彷徨ったとき、道行く人々に投げかけられた視線。病気になったジヤンの 
ために医者のドアを叩いたとき、応対に出た男から受けた視線。すべては同じもの。 

だが、ドレ兄弟がその視線を感じて いる 時間は長いものではなかった。店員たちの目はす 
ぐに兄弟から別の対象へと移らざるを得なくなる。 

「わ I つ、これこれ！」 

いつの間にかアイリスが店内を走り回っていた。 

「これもいい！ これ も！あ、 こつち も！欲しい、欲しい！ みんなち ょうだい！」 

長く閉じた世界で暮らしてきたとはいぇ、アイリスは感情が希薄になってしまつたわけで 
はない。 むしろ、 人一倍豊かだった。アイリスは立ち並ぶ商品を見て、素直に感動していた。 
八歳の子供がなぜ、と思う向きもあるかもしれない。が、少なくとも彼女のいた世界では八 
歳の子供は他にいなかった。母親がわざわざパリから取り寄せ、悦にいる品々——そういっ 
たものがいつしかアイリスの中でも価値あるものとなっていた。 
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怒りの声とともにアイリスの力が爆発する。 

香水の瓶は見事に砕け散った。 

ただ、アイリスの場合も力を完全に制御しきっていたわけではない。勢いでやってしまっ 
たといぅ側面が多分にある。 

香水の瓶は女店員の手の中、アイリスの.頭上で砕けたからたまらない。 

「きやつ！ | 

アイリスは頭から香水をすべてかぶってしまっていた。店内中に強烈な匂いが広がる。い 
くら素晴らしい香りとはいぇ、 ひと 瓶一気に広がつては……。 

「わ一つ、なにょ、これつ！」 

バリバリバリ、 r リ、 r リベリ、 r リバリバ リッ！ 

「きやあああああつ！」 

店内で次々と悲鳴が響きわたる。アイリスの力にょって陳列ケースのガラスが次々と飛び 
散っていった。 
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「わっ！」 

「兄ちゃん！」 

「に、逃げるぞ！」 

さすがにドレ兄弟の ほうは 度重なる アイリスの 行為に慣れ始めていた。 

ジャックがアイリスを抱え上げると、そのまま走り出した。弟たちはあとに続く。 

「ああん、アイリスの！」 

「いいから、逃げるぞ！」 

「だれか、だれか……！」 

「わっ！わわわっ！」 

ドレ兄弟とアイリスたちがその店を飛び出した後も、しばしの間、店内はパニックが続き、 
とても四人を追いかけるどころではなかった。パリ女性の憧れの店はその日の午後だけ、臨 
時休業となったのだった。 

「やりすぎだぞ 、おまえ！」 

走りながらジャックが アイリスに 言う。横を走っているジョルジュ もうんうんと うなずい 
た。ジャンは困ったょうな表情で兄とアイリスの顔を見比べている。ょうやく自分の足で走 
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リ出したアイリスは口をとがらせたままだ。 

「だって、アイリスの買おうとしたの取り上げるんだもん」 

「だからつて……」 

「アイリス、怒ると怖いんだよ」 

「ぇっけこ 

「アイリスは好きなようにするの！する の、 する の、 するの！」 

駄々をこね始めたアイリスを見て、ジャックとジョルジュは大きくタメ息をついた。 

「わがままなやつ . 」 

「兄ちやん」 

ジャンはあいかわらず困ったような表情で兄とアイリスを見ていた。 

シャネルの店を飛び出していくアイリスたちをまたもあの二人組が見つめていた。 
いや、違う。二人だけではない。 

二人組の背後にはズラリと男たちが立ち並んでいる。 

「いたぞ！」 

「どうします、 シャルグラン 様！一 
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仲間から注目された中央の男-それは『白旗党』の大幹部エティエンヌ•シャルグラン 

だった。 

「追いかけるぞ！なんとしてもあの小娘を捕らえろ！ 少々の騒ぎは起こしてもかまわ 
ぬ！」 

「はっ！」 

走りだそうとした男たちの一人が、ふと気がついたようにつぶやいた。 

「なんか旬いがするな . なんだ、 こり や？」 

「ん？」 

他の男たちも、そしてシャルグランす らも 立ち止まり、鼻をひくつかせる。 

「これは……」 

強烈な香水の匂いが駆け去る アイリスたちから 流れて いるの だった。 

1 

ようやく脱線車両の撤去が終わったォーステルリッツ駅に予定よりかなり遅れて列車が到 
*1いた。 




202 


特等の客車からホームに降り立ったのは髪の長い東洋系の美女——藤枝あやめだ。ソロー 
ニュ城を訪問したときとは違い、軍服を着用し、手には長い刀を持つている。 

あやめは油断のない目であたりを見回すと、刀を顔の前でまつすぐに立てた。 

「我が神剣ょ……力ある者の居所を示せ」 

声とともに、 刀はあやめの手を放れて、 ゆつくりと 空中に弧を描いて飛んだ。 

カチヤ . 

あやめの手から放れた刀は地面に落ちなかった。驚いたことに、ちょぅど人の腰の位置で 
地面と平行に浮かんでいるではないか。 

「この方向は . 」 

刀は先端を南西に向けていた。 

パリ 郊外の南西にあるのがあまりにも有名すぎるヴェルサィユ宮殿である。 

「史上もつとも大き^^もつと*^!^^?な宮殿を 

太陽王ルィ十四世の号令のもと、一六六二年に始まった宮殿建設は、沼地を埋め立て、森 
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を動かし、川の流れを変ぇて、実に半世紀の歳月を経てょうやく竣工した。 

一九一九年六月十八日。欧州大戦休戦後のパリ講和会議のクラィマックスが、宮殿の最も 
壮麗な場所である二階の鏡の間で行われた。ヴェルサィユ条約の調印である。 

f つずつ 

勃発するまで、従来のョーロッパ大陸で行われていた戦いとなんら変わりがないと思われ 
ていた欧州大戦は、新兵器の出現にょって大きく違った惨状を人々の目の前に現出させて 
いた。 

ほうげき き へい とつげき せんりよう きゆうたいいぜん 

数多くの大砲の砲撃の後、騎兵の突撃が行われ、歩兵が占領をする —— そんな旧態依然の 
戦いは機関銃という名の新兵器にょって打ち崩された。突撃してくる騎兵は機関銃の前に無 
惨な屍をさらし、それ以降、騎兵という戦力そのものが用をなさなくなつた。指揮官たちは 
機関銃という脅威から逃れるため、塹壕を掘り、敵陣へと近づく戦法を考ぇ出した。しかし、 

こうりよくげきげん ひとがたじようき 

その戦法ももう一つの新兵器の存在が効力を激減させていた。人型蒸気である。 

アメリカ南北戦争の蒸気トラクタ—(:端を発する人型蒸気は、欧州大戦で最も発達した兵 
器の一つであった。 

じゆうりん そうこう 

塹壕は人型蒸気にょり蹂躪され、突破される。厚い装甲は機関銃も受け付けない。塹壕戦 

ころ はんげき 

は成立しなかった。それでも初期の頃は落とし穴のょうな原始的な戦法で ある 程度反撃でき 
ていたが、制御システム、運動性が格段に発達し、生身の人間では いっさい 対抗で きな くな 
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った。 

人型蒸気には人型蒸気で —— 

各国はこぞって人型蒸気の開発に邁進し、数多くの人型蒸気が戦場に投入された。それぞ 
れの国の詳しい統計は戦争時のどさくさで失われてしまったが、一説にはこの時期合わせて 
一〇〇万を超す人型蒸気が戦場に投入されたという。 

戦いは膠着状態に陥り、延々、砲撃音と人型蒸気同士の激突音が戦場に響きわたった。 

せんきょう ろう 

戦いの当事国は戦況を好転させるため、あらゆる手段を弄し始めた。科学と いう 名のもと 
に日陰に追いやられていた種々のォカルテイズム もまた 期待を持って戦場に引き出された。 
ザクセン妖魔騎士団、トランシルバニアの魔導士協会、アイルランドのケルト協会、チべッ 
卜密教兵……などなど。彼らはある程度の成功を収めたものの、膠着状態を完全に打開す 
るほどの戦果をあげる ことは なかつた。 

そうこうしている 間に どの 国も戦争継続を国内事情が許さ なくなつていた。ロシアとドイ 
ッ では革命が起こり、それぞれ皇帝は追放され、ォーストリア •ハン ガリー帝国も民族紛争 
にょり 瓦解した。 イギリスと フランスは 国内経済が崩壊し、戦時国債の償却の見通しが立 
たず、戦争継続が不可能になりつつあった。アメリカは結局参戦しなかった。 

人的にも経済的にも、損害のあまりの大きさと、国内政情不安から、一九一八年十一月十 
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一日にドイツ共和国とフランス•イギリスの間で休戦条約が結ばれたことは極めて自然な成 
り行きだった。四年の長きに渡った戦争は終わり、ようやく平和が訪れた。その後のパリ講 
和会議を経て調印されたヴェルサイユ条約は、当事国同士いっさいの賠償 t を®' I 棄 すると 
いう喧嘩両成敗的な内容で、以後のョーロッパの平和を謳っていた。 

「わああああああつ！」 

感嘆の声をあげて、アイリスが走っている。その動きに合わせて手をつないだ槪好のジャ 
ンポールは大きく摇れる。 

荘厳華麗な宮殿の建物を抜けると、 そこには 広大な一〇〇へクター ルに も およぶ g 園が広 
がる。 ここは ヴェルサイユ。 

アイリスはその庭園を奥へと向かっていた。正面に四頭立ての馬車に乗る太陽神の，像の 
ある"アポロンの泉"が見ぇてくる。 

「あはは は！」 

ヴェルサイユに次ぐと言われた ソロ ーニュ城育ちの アイリスに しても、ヴェルサイユの荘 
厳さは驚きだったようだ。 

その後ろをジャックたちがついていく。 
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「ふう . 」 

ジャツクの口から出るのはさつきからタメ息ばかりだ。 

「とんでもない ことにな つたね、兄ちやん」 

兄の気持ちを代弁するかのょうにジョルジュが言った。ジョルジュは三兄弟の中で、最も 
心亂症なのでぁる。普通、次男というのは気ままなものだが、ドレ兄弟の場合は長兄のジャ 
ツクが行動的な性格のため、自然とジョルジュにそういった役割が回ってきたのだろう。 

「はぁ . 」 

またしても ジャツクは タメ 息をついた。すでに彼の気持ちの中から、アィリスをダシにし 
て金を儲ける という 思いはかなり希薄になつていた。なんとなく疫病神に見込まれて しま 
った、 という 気分なのだ。 

そんなジャツクの耳に聞こぇてきたのは末弟ジャンのひとことだつた。 

「かわいいね」 

「ぇっ」 

ジャンは頰を紅潮させてアィリス.を見つめていた。うれしくてしょうがないといつた感じ 
だ。 

「本当にお人形さんみたいだ」 
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ジャンにはアイリスが今まで経験したことない不思議な存在となつていた。かわいらしい 
女の子。高* f で、自分たちと本来遠い存在。わがままで大人ぶっていて、それでいて憎めな 

ぃ性格—— 

ジャンにとつて、女の子と出会う ということ 自体珍しい こと だつた。あの戦争以来、ドレ 
三兄弟はいつも三人だけだった。信じられるのも、生きていくのも三人。言うなれば、城の 
中に閉じこめられていた アイリスと 立場はなんら変わりない。ジヤンに至つては物心ついた 
ときから この 状態。まさにアイリス だ。 

「アイリス！」 

ジャンが走り出した。 

「あ、ジャン！」 

「おい！」 はん？ 
兄たちの言葉も耳に入らず……いや、入ったのかもしれないが、ジャンはそれに反応せず 
アイリスのもとに駆けていつた。 

「なぁに？」 

アイリスが気づいてジャンのほうを見た。 

「あ、あのさ。オレさ . 一緒に遊びたいと思つて……」 
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アイリスに 見つめられ、ジヤンはなぜかし どろもどろになつてしまつて いた。 アイリスは 
|瞬考え込む ような 表情を する が、 すぐに ニッ コリと 笑った。どこかジヤンの心を見透か 
した かのように、 アイリスは 大人び た 口調で言う。 

「いいわよ。アイリス、ジヤンと一緒に遊んであげる」 

「ホント|?:」 

「ホントよ」 

「あありかとう」 

「ぁは」 

アイリスがジヤンに向かって手を差し出した。ジヤンはおずおずとその手を握り返す。幼 
い少年と少女は手をつなぐと、そのまま歩き出した。 

歩きながらアイリスがジヤンに言う。 
r ジヤン、アイリスのこと、好きなの？」 

「えつ？う、う〜ん . わからない」 

「だめ！」 

「えっけこ 

「、シヤンはきつとアイリスのことが好きなのよ一 
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「そ、そうかな」 

「そうよ。そうに決まつ てる！ だから、 アイリス もジヤンの こと 好きに なつてあげる| 

「あ、ありがとう」 

「ジャンは……そうね、ジャンボールの次に好きよ」 

ぬいぐるみの次にされてしまつたジャンだが、本人はそんな ことまるで 気にならなかつた。 
それよりも、ジャンは新鮮な喜びに浸つていた。兄と一緒に旅して いたときとは 違うこの気 
持ち。女の子、そして同い年の友達というのがどういうものか—— 

そして、それはアイリスがその瞬間感じていた ことと まつた く 同じだつた。 

(なんだろな？ アイリス、よくわかんないや . でも .) 

それは恋とかそういつたものと近そうでかけ離れた思い。けれど、それは温かさと無 h の 
喜びを持つていて、彼らの心の隙間を埋めて くれる 思い。 

ジャックとジョルジュはジャンとアイリスが手をつないで歩いていくのを見つめていた。 

微笑ましい光景-社会の荒波にもまれて育つてきた彼らがそんな気持ちを抱くことは、 

極めて珍しい こと だつた。 

「兄ちやん」 
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「ん？」 

「妹がいたら、あんな感じかな . ？」 

「ぁん…… ぁぁ……」 

二人は しばらくの 間、 アイリスとジ ヤンの姿を目で追つて、立ちつ くして いた。 

「ねえ、ジヤン！アイリスつてわがままなの？」 

「えつ？」 

「だつて、さつきジャツクがアイリスのことわがままつて言つてたよ」 

「えつと . オレ、わかんねえ」 

「わがままつてどういう こと？ アイリス、普通だよ。いつもと同じだよ」 

「えつと、えつと . よくわかんねえけど、兄ちやんたちを困らせるのはよくないと思う」 

「そうなの？」 

「うん。兄ちやんたちさあ、いつもはうるさいけど、いざとなつたらちやんとオレのこと守 

つてくれるもん。でも、あんまり困らせてると兄ちやんたち、守つてくれなくなるかも . 」 

「 . アイリスのことも守つてくれるの？」 

「うん」 
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「そつか . あんまり人を困らせちやいけないんだ」 

アイリスは少し離れた所にいるジャツクとジョルジュを見た。いざとなつたら守つてくれ 
るということがアイリスには実はもう一つわかつていなかつた。両親から常に守られ続けて 
いたアイリスにとつて、守られるということは空気があるという事実のようにあたりまぇの 
ことだつた。今さら実感としてわかない。いや、そもそもいつたい何から守られるのかもは 
つきり していなかつた。 

それでもわかる ことは、 ジャツクとジョルジユが悪い人間ではない ということ だつた。彼 

あくい ゆうかい 

らからアイリスは悪意を感じることはなかつた。アイリスのことを誘拐して . などと言つ 

ているジャツクからも。 

「ぁ……」 

悪意は別の方向から感じた。ヴェルサイユに入つてから、沈殿しているかのようななにか 
黒い感覚があつた。ヴェルサイユの荘厳さに気をとられ、放つておいたそれがいきなり弾け 
た。 

「ああ . .」 

「ぇっ 卩：」 

突然、アイリスとジヤンを取り囲むように男たちが出現していた。男たちは庭園の木々の 
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間からわき出る ように 現れたのだ。 

「おじさんたちは . ？」 

「イリス•シャトーブリアンだな！」 

正面に立った男が銳い声で叫んだ。アイリスをにらみつけるような視線-シャルグラン 

だ。が、 もちろんアイリスは 知る 由 もない。ただ、 アイリスは 正面の男から今までにない危 
険な感覚を受けていた。黒い悪意の塊—— 

「こつち！」 

いきなりアイリスは ジャンに 手を 引かれた。ジャンは 走り出して いた。 アイリスのような 
超感覚は ない が、ジャンは本能的にシャルグランの危険 さを 認識したのだ。 

「捕まえろ！」 

シャルグランの声に、男たちが動く。 

「ぁぁっ！」 

二人の背後にいた男の一人がジャンとアイリスの前に大きく手を広げて立ちふさがった。 
ニヤニヤと侮蔑の笑みを浮かべている。弱者をいたぶることに喜びを感じているらしい。 

ドガ ッ！ 
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だが、その男の顔が背中からの衝撃で大きく歪んだ。 

「ジャン！」 

ジャツクが男に体当たりをしていた。 

「ジャン、早く！」 

「ぅん！」 

ジャツクに促され、ジャンはふたたび走り出す。アィリスの手をひいて。 

「待てえつ！ | 

男たちも本格的に動き出し、庭園の中は一大騒動となつた。 

ジャツクは走るのが遅いアイリスを背負つている。いつの間にかジョルジュも合流してい 
た。 


アィリスは 不思議な思いに駆られていた。守られる、 といぅことを 初めて認識した結果だ 

つた。 

(ジャンやジャツクはあたしのことを守つてくれた…… ？) 

悪意を遮る強い意志。それは心地ょいものだ。 
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「なにつ!?:」 

建物の一部が弾け飛んだ。 

宮殿中の窓ガラスという窓ガラスが一気に割れる。 

ドオオオオオオオオオオオン！ 

それだけではない。アィリスたちが立っていた地面に亀裂が走り、次の瞬間、そこが大き 
く 陥没していた。 

「きやつ！ I 

「うわあああああああつ！」 

皿状の地面に乗ったまま、アィリスたちの身体は一気に落下する。 

ドン ッ！ 

数十 メー トル落ちただろうか。しかし、彼らの身体が底に叩きつけられることはなかつた。 

「うわああ . ぇつ？」 



216 


ふわりと 彼らの身体はいったん空中(:舞って、ゆっ くりと 底に着地していた。これも アイ 
リスの力だった。 

彼らの前には暗い通路が広がっている。 

「ここは？」 

「わからね え！ けど、逃げるんだ！」 

「う うん一 • I 

ドレ 兄弟は走り出した。 アイリスは ふたたびジャックに背負われている。 

ジャックの背で アイリスはふと気づいていた。自分がソロー ニュ 城にいたときょりも強い 
力を使えるょうになつていることを。 

「なんだ、今のは？」 

男たちは愕然と目の前の光景を見つめていた。 

ヴェルサイユ宮殿の一部が崩壊し、地面を大きな亀裂が走っている。目指すアイリスたち 
はその亀裂の中に消えていた。 

シャルグランですらどこか呆然とした顔をしている。 

「わからん . が、 イリス. シャ トーブリアンを捕まえる のが先だ ！ 列の ものを！」 
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シャルグランが大きく手を振った。離れた仲間への合図だった。シャルグランの合図を見 
た仲間はなにかを連れて走ってくる。 

彼の手には、紐があり、中型の犬が繫がられている。一九世紀末からょうやく世に出始め 
た警察犬、ドーベルマンだった。 

「停めて！」 

ヴェルサィユに向かうタクシーの中にいたあやめは、パリを少し出たところで叫んだ。ち 
ょうどアィリスが力を使った時刻だった。 

カチヤ…… 

あやめはその場でタクシーから降りた。 


例の刀があやめの手の中で小刻みに揺れている。先が示すのは下だ。 
「 . 地下？」 . 

あやめはもと来た道を戻り始めた。刀の揺れに導かれるかのょぅに。 
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「それにしても . 」 

ポツリ と あやめがつぶやいた。 、 

(この都市も我が帝都と同じように霊的に封じられている。だからこそ、霊力を使つたとき、 
それは .) 

あやめの視界にはパリの街並みがあった。 

2 

ベルサイユ宮殿から地下通路が延びているという噂は前からあった。その噂によると、フ 
ランス革命の最中、ルイ十六世が掘らせたものらしい。主に周囲の城塞や砦に通じていた が、 
そのうちの一本はパリまで延びているという話だつた。 

そして、それは どうやら 本当の こと だつ たよう だ。 

ドレ兄弟とアイリスは、 もう 暗闇の中を何時間 も 歩いていた。最初は怖がっていたアイリ 
ス ももう すつ かりと 目が慣れて しまつて いて、自分の足で歩けるようになつている。 

「兄ちやん、ここどこ？」 

ジョルジュの不安そうな声はいったい何度目だろうか。 
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「ぅるせ えなわかんねえょ！ 」 

答えはいつも決まっていた。その後はしばらくお決まりの沈黙——が、このときは違った。 
「なに、あれ？」 

「えっ!?:」 

黒く長い物が、闇の中に見えた。 

慌てて近づいてみる。 

そこは T 字路になっていて、横の通路を太い金属の管がどこまでも連なっている。パリの 
下水道本管であった。 

「ここは下水だ . 」 

前に一度紛れ込んだことのあるジャックがつぶやくょぅに言った。 

パリの下水道はこの時点で全長一二〇〇キロメートルを誇り、その本管は直径ーメートル 
を超える鉄の管でできている。その鉄の管のまわりは広く開かれていて、側道がずっと続い 
ていてとても歩きやすい。 

アィリスたち が紛れ込んだ所は、 そんな 下水道の一角だった。 

「あれ . ？」 

全員が前方の下水管を見つめる中で、一人ジョルジユだけが背後を振り向いた。 
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^ .# y.. 

かすかな足音が響いてくるのだ。 

「兄ちやん！」 

「なんだ P 」 

全員が耳をすました。足音は確実に大きくなっていく。 

「やつらだ！」 

ジャツクは叫ぶや否や、 まるで 当然のょぅにアィリスを抱き上げた。 

「ぁ……」 

「逃げるぞ！」 

そのまま兄弟は走り出した。 

が、兄弟のあとを追ぅ足音は確実に大きくなっていく。 

ダァァァァァァァァァァァン！ 




221 第三話 


「きやっ！ I 
「ぅわっ！」 

銃声が響きわたり、下水の中に反響した。閉じられた空間のため、それは思った以上に大 
きな 音となって アィリスた ちの耳に届いて くる。 

不安な思い-恐怖がわずかにアィリスを襲った。 

考ぇてみれば暗い空間にもぅ三時間以上閉じこめられているのだ。そして、銃声。いくら 
恐るべき霊力を持っているとはいぇ、まだ八歳になるかならないかの少女の精神が不安定な 
状態に追い込まれないわけがない。 

「こっちだ！」 

ドレ 兄弟は ときには角を 曲がり、 なんとか 背後の追つ手を 引き離そうとする。けれどだめ 
なの だ。彼らは確実に自分たち のあとを 追ってく る。 

「くそつ！ | 

「ねえ、ジャツク、 アイリスたちどうなつちやうの？」 


「ねぇ！」 

だいじよぅぶ 

「大丈夫 だ！」 
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そこには広大な空間が広がつていた。 


3 


パリの地下は空洞だらけである。しかも、人工的な。 というの も、パリでは建築石材を他 
から運んでくるのではなく、地下から調達したのだ。パリの地下には質の よい 石の層が あり、 
ローマ時代から数多く採石場があった。 

そんな採石場の一つに、十八世紀後半から一〇〇年間もかけて、六〇〇万体の無縁仏を葬 
ったのがカタコンブ(地下墓地)である。 

アィリスたち が迷い込んだのは、そんな地下墓地にも匹敵するほどの採石場跡だった。 
「すげぇ . ！」 

そこはカタコンブより、天井も遙かに高かった。 

「こんなもんがパリの地下にあるなんて . 」 

ぼうぜん くら 

ジョルジュは呆然と天井を見つめている。上のほうは暗くてよく見ぇなかった。 

そのジョルジュの耳に、ガサゴソという音が響いてくる。 

「あ……！」 
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彼らは忘れていたのだ。自分たちが追われている立場だったことを。 

ダッ！ 

「わああああああああああああっ！一 

まず、黒いなにかが飛び出してきた。そいつはその場にいたジョルジュを押し倒す。訓練 
されたドーベルマンの為せる技だった。 

「ジョルジュ！」 

続いて、次々と男たちが飛び出してくる。 

「ょぅやく 追いついたぞ、ガキ ども！」 

最後にシャルグランが現れて、空洞中に響く声で言った。 

「なんでォレたちの場所が……」 

「下水の中でもプンプン匂ったぜ。ィリス•シャトーブリアンの身体にかかっている匂い 
な」 

「ぇっ？ . あっ！」 

ィリスはあのシャネルの 店で 『 No . 5』 を頭からかぶっていた。その匂いをドーベル 


が 
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ンに追わせたといぅわけである。 

「ジョルジュを離せ！」 

ジャツクがドーベルマンに飛びかかった。 

が、その前に男たちがジャツクを捕まぇる。 

バキッ！ドガツ！ 

「ぐわっ！」 

男の拳がジャツクの頰を吹き飛ばし、つま先が腹にめり込んでいた。 

「兄ちやん！」 

ジャツクは地面に倒れ込んでいた。ゴボツと腹の中のものが喉から逆流する。 
「けっ、手こずらせてくれた ぜ！」 . 

「さあ、イリス • シヤト—ブリアン、こつちに来てもらおぅか」 

シャルグランが ゆっくりとアイリスに 近づいて いく。 

一あああああ . 」 

アイリスは愕然とその光景を見つめていた。ジャン もまた 呆然と立っている。 
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アイリスの 頭の中にあったのは、恐怖だ。暗闇を走っているよりも、シャルグランたちに 
襲われたときよりも、目の前でジャックが殴り倒されたときのほうが アイリス はより強い恐 
怖を感じていた。 

自分を守ってくれると言ってくれたジャックが、そしてジョルジュが地面の上に倒れてい 
る。 

「わあああああああああつ！」 

fe 、 ジャンが叫びながんシャルグランに飛びかかる。もちろん八歳の子供が立ち向かっ 
てなんとかなる ような 相手ではない。 
r ガキッ！」 

シャルグランが大きく腕を振ると、ジャンは地面に叩きつけられた。 

「うぐつ . 」 

そのまま 身体を強く打つたのか、動かなくなる。 

「ああ . あああ . 」 

アイリスは今にも泣きださんばかりの表情でその光景を見ていた。 

シャルグランがアイリスを見据ぇていった。 

「おつと、妙な力を出そうなんてしたら、こいつらの命は . 」 
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もし、アイリスがもう少し年上で分別のある子供だったらこの脅しは効いたかもしれない。 
だが、彼女は八歳の、しかも感情素直な少女なのだ。 

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ 
あああああああああああああああああああああああ / ru !」 

アイリスは泣き出した。そして、それがクライマツクスだつた。 

ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！ 

ガシイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイツ！ 

地面に、天井に、壁に亀裂が走る。それがいっせいに弾けた。 

、ド、ガァァァァァァァァァァァァァァァァツ！ 

天井は崩れ、壁は崩れ、地面は大きく裂ける。 

「うわああああああああああああああ あつ！」 

岩石や瓦礫が落下し、男たちの何人かが生き埋めになった。 
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「ガ、ガキ 、やめろ！こいつらの 命が…… 」 

瓦礫の落ちる中、シヤルグランはそれでも アイリスに 向かって叫んでいた。まるで泣き出 
した 子供が冷静に事態を判断す るかと でもい うかのよう に。 なんと、 愚かな。 



突如、シャルグランの足許の地面が大きく十字に裂けた。 

「 HPN , ' つ4^ ュ^0 一^) i ^) 一^ A ^) > つ >^0二^) 一つ 一^ ■一つ >っ.一^■ 一^) ^7^ 

シャルグランはぽっかり開いた大地の中に消えていった。 


白旗党の男たちが無惨な運命をたどつた あと も、アィリスは泣き やまな かつた。亀裂 や 瓦 
礫は倒れているドレ三兄弟にも迫る。 

〈アィリス、 みんなを守つ てあげて！〉 
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暖かく、それでいて強い声がアイリスの脳裏に直接響く。 

「えっ 卩：」 

シャルグランの声には反応しなかったアイリスが、ようやく顔を上げた。 

アイリスの目の前で、瓦礫がジャック、ジョルジュ、ジャンにまさに到達し ようとし てい 
たところだつた。 

「だめえええええええええええええっ▼•一 
、、ハシュン ッ！ バ シッ！ バシュン ッ！ 

三人に迫っていた瓦礫は砕け散った。 

そして、倒れているジャン、ジョルジュ、ジャックを抱き起こす姿がある。 

「えっ!?こ 

三人をかばうように立っていたのはあやめだった。 

「あなたは . だれ . ？」 

「あやめ……藤枝あやめよ」 
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あやめはニッ コリと アイリスに笑いかけた。アイリスの中で興奮した気持ちがゆつくりと 
静まつていく。 

だが、事衝は完全に Kf まったわけではない。天井は今にも完全に崩れ落ちそうな状態だっ 
た。 

「さ、アイリス、飛ぶのょ」 

、「飛ぶ？」 

「あなたならできるわ。外に飛ぶの」 

「外に . でも . 」 

「みんなを守つてあげて。そうしたら、みんなもあなたを守つてくれるから」 

「みんなを . 守る . 」 

カ アアアアアアアアアアアアアアアアツ！ 

アイリスの身体が光り出す。その光がドレ三兄弟とあやめを包んだかと思うと、次の瞬間 
には全員が太陽の下にいた。 

突然の陽の光がまぶしい。 
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目の前にはななめに大きく傾いた凱旋門がある。あの採石場は凱旋門の真 Tfe にあったのだ。 

「あ……」 

「ょくできたわね、アイリス」 

あやめが膝をついて、アイリスの顔をのぞき込んだ。 

「うう . うわ ああああああああああ ああああああああああ あん！ I 

感情が 爆発したょうに、あやめに抱きついてふたたびアイリスは泣き出した。今度はどこ 
も崩れることはなかつた。 

4 

才—ステルリッツ駅、シャネル、ヴェルサイュ宮殿、凱旋門—これらの歡111:し «? mt はす 
ベてシャトーブリアン家がまかなつた。 

ドレ三兄弟はシャト ー ブリアン家が養育費を 出して 育成す ることにな つた。 ソローニュ城 
の一角 にちやんとした 部屋をあてがわれ、ジャックもジョルジュもジャンも 目を 丸く した。 
あやめは ついに口べールと マルグリットのシャトーブリアン夫妻を， 得する のに 成功した。 

, なみはず と 

口べー ルは アイリスの並外れた力を見て、アイリスを このまま 城に閉じこめておく ことの 
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非を悟ったのだ。 

「アイリス、 人はね、お S ? いに助け合わなければ生きていけないの。相手を守ったり、相手 
から守られたり . 」 

あやめはソローニユ城のベランダで星空を見ながらアイリスに語りかけていた。 

「ぅん . アイリス、 わかる気がする。だから、 アイリス、 友達をたくさん作りたいの」 

r ……ジヤンたちにお別れは言ったの？」 

「 . ううん。ジヤンたちは . アイリスがいると迷惑かけちやうから」 


「アイリス、自分と同じ力を持ったお友達を作るんだ！」 

「ええ。いるわ、帝國華撃団には」 

「ぅん」 

アイリスは満面の笑顔でぅなずいた。 

事件 後の 七月五日、 満八歳の誕生日を迎えたアイリスは父親から豪華 客船" イリス号" 
を贈られた。 

アイリスがこのイリス号に乗って来日するのはこの年の十月のことであった。 
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あとがき 

僕にとつて『サクラ大戦前夜』は一つの挑戦です。 

常々、 ラィト フアンタジーノベルズは読み易さが一番大切と思ってきた僕でしたが、どう 
にもそこに 物足りなさを感じていました。重厚とまではいかないにしても、もう少し硬いス 
トーリ ーでもいいのではないか、と。 

それまで僕がやつてきたシリーズでは、そうしたほうがょいと思ぇるものはありません、て 
した(スニーカー文庫で執筆中の『天空戦記シユラト』は少し異色です。硬い文章がいいの 
ですが、まだ迷っています)。 

そこに 現れたのが『サクラ大戦前夜』だったのです。 

ゲームで ある 『サクラ大戦』はシリアスばかりでなく、コミカルでラブコメあふれる作品 
となつています。が、そうしたところで活躍するキヤラクターたちだからこそ、そこに至る 
までいろいろな物語があったのではないか。『サクラ大戦前夜』はそんな彼女たちの過去を 
描いています。 

ただ、『サクラ大戦』はすでに確立された世界観を持っています。多くの設定があり、そ 
れらを麟 P に r 更するわけにはいきません。本編に関わってきた者とじて、あくまで発信す 
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る物語はオフ ィシ ャルなものです。この点については総合プロデュースである広井王子さん 
や『サクラ大戦』の設定を作られたレッドカンパニーの金子さん、森田さんとも議論を重ね、 
監修をいただいています。また、同じくレッドカンパニーの北條さん、奥村さん にも ご助力 
いだだきました。ぜひ、『サクラ大戦』の隠された物語を堪能してください。 

最後に なりました が、この物語を執筆す るに あたつて、 さまざまな 方にお世話になり まし 
た。前記の広井さん、金子さん、森田さん はもち ろんのこと、表紙と口絵、挿し絵を描いて 
くださった松原さん、電撃 SEGAEX の長谷川編集長、今井さん、電撃コミックガオの横 
沢編集長、電撃文庫の担当の佐方さん、本当に どぅもありがとぅ ございました。また、『サ 
クラ大戦』のすベてのスタッフの皆様に感謝の念を込めて。 

一九九七年三月あかほり 

【追伸】『サクラ大戦』の小説はまだまだ続きます。本編は書き下ろしを考ぇております。 
他にもぜひ「降魔戦争」を描いてみたいと思つています。 


る 
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解説 

広井王子 

小説を解説してもしょうがないので、まあ、いきさつでも書こう。 

ゲームの発売後(発売96年9月)のサクラ旋風はすごかった。総合プロデューサーとして 
のぼくの前にあらゆる事柄がジヤッジを待って山積みされた。それも一段落した。 

サクラ大戦を*?く I 心したのはいつのころだろう。そんなことを思ぇる余裕が出てきた。 

サクラ大戦の着想は90年ごろだろう。自由劇場の芝居「上海バンスキング」を観ていた 
とき、まったくぼく の個人的な思い出が わき 上がってきた。そんな気持ちを作品にしたいと 
思い始め、 ある 日、軽い気持ちで作曲家の田中公平さんに「ミュージカルを作りませんか」 
と言ったのが結局はサクラ大戦のはじまりなのだろう。 

だが、素’人がミュージカルをつくれるわけもなく、簡単に挫折するわけだが、「キミがプ 
ロデューサーをやって、その世界をゲームでつくってみないか」とセガの入交副社長に誘わ 
れた。うれしかった。 

それから、本気になって、スタッフを考ぇた。 

曲は田中公平さん。キヤラクターデザィンは藤島康介さん。脚本はあかほりさとるさん。 
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当代の売れっ子たちである。 

「サクラ大戦」のモチーフを説明するとみなさん快く引き受けて下さった。 

まあ、ゲームはこうして立ち上がつたのだ。 

あかほりさんとのつきあいは意外と長いが、ぼくは仕事以外のつきあいはしないから、彼 
がどんな私生活をしているのかは知らない。ただ、 いま ぼくが1も信 Ilf でき1,作家である。 

ゲームの脚本が完成したとき、あか ほりさん が、「渾身の力で書いた よ」 と力強く言った 
ので「じやあ、今度は小説と して 読みたいですね」と軽い気持ちで言っ たら「どんな？」 と、 
彼は真剣な顔をした。 

「そうね、花組それぞれの過去かな」 

「よし！ すぐ 書く！」 

しかし、実は、あかほりさんはすぐには書けなかった。相当に苦労したと聞いた。 

だが、連載が開始された小説には苦労のかけらもない。 

軽やかで、巧みで、なによりワクワクさせる。 

まるで、帝国華撃団が、歴史のなかに存在していたかのような錯覚をおぼぇる。 

さすがに、うまいなあ。 

あかほりさとるは当代一のエンターティナーだとあらためて思つた。 
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電撃文庫創刊に際して 


文庫は、我が国にとどまらず、世界の議の流れ 
のなかで X VJ 、 さな巨人"としての地位を築いてきた。 
古今東西の名著を、廉価で手に入りやすい形で提供 
してきたからこそ、人は文庫を自分の師として、ま 
た青春の想い出として、語りついできたのである。 

その源を、文化的にはドイツのレクラム文庫に求 
めるにせよ、規模の上でイギリスのペンギンブック 
スに求めるにせよ、いま文庫は知識人の層の多様 f 匕 
に従って、ますますその意義を大きくしていると言 
ってよい0 

文庫出版の意味するものは、激動の現代のみなら 
ず将来にわたって、大きくなることはあっても、イ、 
さくなることはないだろう。 

「電撃文庫」は、.そのように多樹匕した対象に応え、 
歴史に耐えうる作品を収録するのはもちろん、新し 
い世紀を迎えるにあたって、既成の枠をこえる新鮮 
で強烈なアイ.オープナーたりたい。 

その特異さ故に、この存在は、かつて文庫がはじ 
めて出版世界 i こ登場したときと、同じ戸惑いを読書 
人に与えるかもしれない。 

しかし 、 〈Changing Time , Changing Publishing ) 
時代は変わって、出版も変わる。時を重ねるなかで、 
精神の糧として、 i 、 の一隅を占めるものとして、次 
なる文 f 匕の担い手の若者たちに確かな評価を得られ 
ると信じて、ここに「電^®」を出版する。 


1993年6月10日 
角川歴彦 
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新生『電擊 ADVENTURES 』 は 
小説、ゲーム、コミックを中心に、 
ジャンルにとらわれることなぐ 
良質でワクワク心を刺激する作品を 
ドシドシお届けします 



FUTURE CREATORS!! 

1 電擊ムックシリーズ 
隔月刊（偶数月20日発売） 

電撃ファンなら絶対見逃せない、あの人の最新作や文庫未収 
録作品、強力な新人の意欲作が次々に登場！！ 
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